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国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き

林

脇

ト
シ
子

は
　
し
　
が
　
き

一
　
訴
訟
の
過
程
と
当
事
者
の
意
思
の
関
与

二
　
訴
訟
上
の
用
語
の
意
味
の
限
定

　
e
　
当
事
者
主
義
と
職
権
主
義

　
⇔
　
事
実
の
主
張
、
立
証
を
め
ぐ
つ
て

三
　
判
決
例
お
よ
び
学
説

四
　
問
題
点
の
整
理

　
e
　
訴
訟
物
お
よ
び
事
件
の
渉
外
性
の
主
張

　
O
　
連
結
点

　
㊧
　
準
拠
外
国
法
の
主
張
、
立
証

あ
と
が
き

は
　
し
　
が
　
き

意
図
　
法
一
般
に
つ
い
て
、
法
に
お
け
る
人
問
の
意
思
の
働
き
を
解
明
し
よ
う
と
思
い
立
つ
て
か
ら
、

　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き

す
で
に
数
年
が
過
ぎ
た
。
法
一
般
と
い

　
　
　
　
　
　
一
　
　
（
四
八
一
）



　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
四
八
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
　
　
　
　
　
（
二
）

つ
て
も
、
私
に
と
つ
て
研
究
可
能
な
法
分
野
は
、
民
法
と
国
際
私
法
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
民
法
に
つ
い
て
は
．
代
理
意
思
、
動
機
の
錯
誤
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

方
面
か
ら
、
国
際
私
法
に
つ
い
て
は
．
法
性
決
定
な
い
し
訴
訟
物
の
方
面
か
ら
、
法
に
よ
り
規
制
を
受
け
る
人
間
が
か
え
つ
て
そ
の
意
思
に
よ
つ

て
い
か
に
法
に
働
き
か
け
る
か
の
問
題
を
考
察
し
て
き
た
。
根
本
的
に
は
同
じ
関
心
か
ら
、
今
度
は
、
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
人
間
の
意
思
の

働
き
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　
範
囲
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
人
間
の
意
思
の
働
き
と
い
う
と
ぎ
、
次
の
よ
う
な
間
題
が
、
ま
ず
、
心
に
浮
か
ぶ
。

　
ω
　
訴
訟
物
に
つ
い
て
　
　
訴
訟
物
を
何
と
考
え
る
か
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
が
、
訴
訟
物
決
定
に
つ
い
て
当
事
者
の
意
思
は
ど
の
よ
う
に

関
与
す
る
か
。
こ
こ
で
の
当
事
者
の
性
質
決
定
お
よ
び
準
拠
法
の
主
張
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
。

　
㈹
　
連
結
点
に
つ
い
て
　
　
準
拠
法
国
決
定
の
た
め
の
要
件
事
実
1
た
と
え
ば
、
法
例
三
条
一
項
そ
の
他
に
い
う
準
拠
法
で
あ
る
「
本
国
法
」

決
定
の
た
め
の
「
国
籍
」
、
七
条
一
項
に
い
う
「
当
事
者
ノ
意
思
」
、
一
一
条
一
項
に
い
う
「
其
原
因
タ
ル
事
実
ノ
発
生
シ
タ
ル
地
」
1
の
確
定

に
つ
い
て
、
事
実
の
主
張
お
よ
び
証
拠
の
蒐
集
に
つ
き
弁
論
主
義
に
よ
る
の
か
、
職
権
探
知
主
義
に
よ
る
の
か
。

　
㈲
　
準
拠
外
国
法
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張
、
立
証
　
　
外
国
法
の
適
用
は
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
旨
の
当
事
者
の
主
張
を
ま
つ
の
か
。

そ
の
主
張
が
あ
つ
て
も
、
外
国
法
の
内
容
の
証
明
も
、
ま
た
、
当
事
者
に
委
ね
ら
れ
る
の
か
。

　
以
上
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
人
間
の
意
思
の
働
き
を
国
際
民
事
訴
訟
の
一
面
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
方
法
　
主
に
若
干
の
関
係
判
決
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
判
例
批
評
か
ら
ー
す
で
に
、
幾
多
の
有
益
な
判
例
批
評
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
は
ま
だ
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
1
問
題
点
の
整
理
に
当
た
り
、
私
見
の
発
表
に
ま
で
は
至
り
え
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
な
か
ん
ず
く
、
田
中
徹
氏
が
早
く
か
ら
一
貫
し
た
研
究
を
行
つ
て
お
ら
れ
、
私
の
発
表
も
同
氏
の
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

い
。
判
例
批
評
を
除
い
て
、
発
表
さ
れ
た
論
説
の
数
は
少
い
が
、
矢
ケ
崎
高
康
氏
、
三
浦
正
人
氏
、
越
川
純
吉
氏
の
諸
説
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ

（
七
）

い
た
。



（（（

）V）
（
四
）

（
五
）

（
六
）

（
七
）

　
「
代
理
意
思
に
つ
い
て
」
法
学
研
究
三
四
巻
四
号
、
昭
和
三
六
年
四
月
。

　
「
動
機
の
錯
誤
」
綜
合
法
学
四
五
号
、
昭
和
三
七
年
四
月
．

　
「
国
際
私
法
規
定
の
在
り
方
」
慶
鷹
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
文
集
（
法
学
部
）
第
一
部
法
律
学
関
係
所
収
、
昭
和
三
三
年
一
一
月
。
　
「
国
際
私
法
上
の
性
質
決
定
」

久
保
岩
太
郎
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
所
収
、
昭
和
三
七
年
六
月
。

　
矢
ヶ
崎
高
康
「
『
法
性
決
定
論
議
の
大
半
は
法
政
策
的
調
和
の
問
題
に
還
元
さ
る
べ
き
の
論
』
ー
抵
触
法
方
法
論
私
見
f
」
法
政
研
究
二
七
巻
二
。
三
．
四
号
。

　
三
浦
正
人
「
国
際
私
法
に
お
け
る
適
応
間
題
研
究
」
。

　
越
川
純
吉
「
渉
外
民
事
事
件
の
諸
間
題
」
。

　
本
稿
の
執
筆
後
、
海
老
沢
美
広
氏
の
「
国
際
私
法
事
件
に
お
け
る
訴
訟
物
」
青
山
法
学
論
集
七
巻
一
号
所
収
の
論
文
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
訴
訟
物
に
つ
い
て

正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
私
の
小
論
も
引
用
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
論
点
に
お
答
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
間
に
合
わ
な
か
つ
た

こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

一

　
ま
ず
、
訴
訟
の
過
程
を
た
ど
り
な
が
ら
、
当
事
者
の
意
思
の
関
与
が
ど
の
よ
う
な
面
で
問
題
に
な
り
う
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
よ
り
前

に
、
理
論
上
、
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
関
与
、
す
な
わ
ち
訴
訟
が
広
く
当
事
者
主
義
に
よ
る
か
職
権
主
義
に
よ
る
か
は
、
ど
こ
の
国
の

法
を
基
準
と
し
て
考
え
る
か
と
い
う
間
題
が
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
は
そ
れ
に
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。
理
論
的
に
は
、
こ
の
点
は
国
際
民
事
訴
訟

法
に
よ
つ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
、
不
文
の
国
際
民
事
訴
訟
法
上
、
原
則
と
し
て
手
続
は
法
廷
地
法
に
よ
る
と
い
う
原

理
が
あ
る
も
の
と
仮
定
し
、
ま
た
、
或
る
事
柄
が
当
事
者
主
義
で
取
り
扱
わ
れ
る
べ
ぎ
か
職
権
主
義
で
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
か
の
問
題
も
、
広
い

意
味
で
手
続
の
問
題
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
（
実
は
、
一
国
の
実
体
法
と
手
続
法
と
の
関
係
で
は
、
実
体
の
規
律
の
仕
方
を
前
提
と
し
て
手
続
の
規
律
が
定
ま
る

場
合
が
あ
り
、
当
事
者
主
義
に
よ
る
か
職
権
主
義
に
よ
る
か
も
実
体
の
問
題
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
実
体
の
考
慮
な
し
に
手
続
の
間
題
と
し
て
し
ま
う
の
は

早
計
で
あ
る
が
）
、
日
本
の
民
事
訴
訟
法
を
対
象
に
し
て
考
え
て
い
く
。

　
ま
ず
、
訴
訟
は
当
事
者
の
申
立
を
ま
つ
て
始
ま
る
（
民
訴
一
八
六
．
以
下
、
本
章
お
よ
び
次
章
に
お
い
て
と
く
に
明
記
し
な
い
場
合
は
民
事
訴
訟
法
の
条
数
を
示

　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
（
四
八
三
）



　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
（
四
八
四
）

す
）
。
こ
の
意
味
で
、
ま
ず
、
当
事
者
の
意
思
が
大
き
く
働
く
（
当
事
者
主
義
の
訴
訟
”
訴
な
け
れ
ば
裁
判
な
し
と
い
う
形
で
の
当
事
者
の
意
思
の
関
与
．
倶

し
、
当
事
者
主
義
の
形
を
と
り
な
が
ら
も
、
実
体
と
の
関
連
で
、
私
人
に
代
わ
る
検
察
官
の
請
求
に
よ
つ
て
訴
訟
が
始
ま
る
場
合
が
あ
る
〔
民
七
四
四
1
、
人
訴
一
九
以
下
〕
）
。

i
こ
の
申
立
は
、
紛
争
の
両
当
事
者
か
ら
の
申
立
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
紛
争
の
一
方
当
事
者
が
、
相
手
方
と
の
関
係
で
、
国
家
の
裁
判
を

求
め
る
申
立
を
い
い
、
こ
れ
が
訴
で
あ
る
．
訴
の
成
立
に
よ
つ
て
、
訴
提
起
者
と
国
家
と
の
問
に
法
律
関
係
が
成
立
し
、
相
手
方
へ
の
訴
状
の
送

達
に
よ
つ
て
（
二
二
九
1
）
、
国
家
と
相
手
方
と
の
間
に
も
法
律
関
係
が
成
立
す
る
。
こ
こ
に
、
二
当
事
者
（
対
立
）
主
義
（
国
家
は
法
判
断
の
主
体
と
し

て
登
場
）
の
訴
訟
係
属
の
状
態
が
生
ず
る
。

　
訴
訟
が
係
属
す
る
と
、
裁
判
所
は
訴
に
答
え
る
た
め
、
訴
訟
物
に
つ
い
て
法
判
断
を
し
判
決
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
の
判
断
を
す
る

た
め
に
は
、
事
実
が
顕
出
さ
れ
、
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
ま
ず
、
事
実
の
顕
出
は
口
頭
弁
論
に
よ
る
の
で
あ
り
（
一
二
五
－
本
、
一
九
一

H
．
必
要
的
口
頭
弁
論
）
、
口
頭
弁
論
は
次
の
よ
う
に
し
て
進
行
し
、
事
実
の
確
定
に
い
た
る
。

　
ω
　
原
告
の
本
案
の
申
立
（
訴
訟
物
自
体
に
つ
い
て
の
判
断
を
求
め
る
申
立
）
　
　
こ
の
申
立
は
訴
状
の
記
載
と
同
じ
で
あ
る
が
（
二
二
四
1
）
．

必
要
的
口
頭
弁
論
主
義
の
要
請
に
基
く
。
以
後
、
原
告
の
意
思
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
訴
訟
物
を
め
ぐ
つ
て
（
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
定
め
ら
れ
る

か
が
間
題
で
あ
り
、
後
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）
訴
訟
は
展
開
す
る
（
一
八
六
）
。
こ
の
意
味
で
、
訴
訟
に
お
い
て
当
事
者
の
意
思
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。

　
ω
　
被
告
の
反
対
の
申
立

　
⑥
　
原
告
は
そ
の
申
立
を
支
え
る
事
実
を
述
べ
る
。
こ
の
事
実
の
顕
出
は
（
ど
の
範
囲
の
事
実
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
か
が
間
題
と
な
る
）
当
事
者
の
自
由

か
つ
責
任
で
、
裁
判
所
が
当
事
者
の
顕
出
し
な
い
事
実
を
判
断
の
基
礎
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
意
味
で
も
、
当
事
者
主
義
が
と
ら
れ

て
お
り
、
当
事
者
の
意
思
が
訴
訟
の
展
開
を
左
右
す
る
（
一
八
五
）
。

　
ω
　
被
告
は
原
告
に
よ
つ
て
述
べ
ら
れ
た
事
実
を
、
認
め
或
は
争
う
。
被
告
が
そ
の
事
実
を
認
め
た
（
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
）
場
合
に



は
、
裁
判
所
は
証
拠
に
よ
る
必
要
な
く
．
そ
の
ま
ま
事
実
を
確
定
し
た
も
の
と
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
五
七
前
）
、

　
㈲
　
争
わ
れ
た
事
実
は
、
原
則
と
し
て
、
証
拠
を
も
つ
て
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
証
拠
（
資
料
）
の
提
出
も
当
事
者
の
自
由
か
つ
責
任

で
、
裁
判
所
が
当
事
者
の
顕
出
し
な
い
資
料
を
判
断
の
基
礎
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
．

　
当
事
者
が
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
自
己
の
申
立
を
維
持
し
或
は
相
手
方
の
申
立
を
斥
け
る
た
め
に
提
出
す
る
こ
の
よ
う
な
主
張
と
証
拠
方
法

と
を
総
称
し
て
、
攻
撃
防
禦
方
法
と
呼
ぶ
。
争
点
が
明
ら
か
と
な
り
、
攻
撃
防
禦
方
法
が
揃
つ
た
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
証
拠
調
に
よ
り
或
は
立
証

責
任
に
従
つ
て
、
自
由
心
証
主
義
に
基
き
（
一
八
五
）
、
事
実
の
真
偽
を
判
断
す
る
（
事
実
の
確
定
）
。
事
案
が
判
決
に
熟
し
た
と
き
、
裁
判
所
は
、

口
頭
弁
論
を
終
結
す
る
（
一
八
二
）
。

　
判
決
言
渡
し
”
法
判
断
　
　
判
決
言
渡
し
は
、
法
判
断
の
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
の
権
限
に
属
す
る
。
但
し
、
判
決
言
渡
し
に
よ
ら
な
い
で
訴

訟
手
続
が
終
了
す
る
場
合
と
し
て
、
訴
の
取
下
、
請
求
の
拗
棄
と
認
諾
、
訴
訟
上
の
和
解
の
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
当
事
者
の
意

思
に
よ
つ
て
訴
訟
手
続
を
終
了
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
、
当
事
者
の
意
思
の
関
与
が
み
ら
れ
る
。

　
以
上
の
す
べ
て
の
段
階
に
わ
た
つ
て
、
訴
訟
手
続
の
進
行
、
た
と
え
ば
期
日
の
指
定
、
弁
論
お
よ
び
証
拠
調
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
、
裁
判
所
の
権
能
か
つ
職
責
で
行
わ
れ
、
当
事
者
の
主
導
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
．
こ
の
点
で
は
、
当
事
者
主
義
は
と
ら
れ
て
い
な

（
滋

㌧　
以
上
、
一
般
の
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
そ
の
過
程
を
眺
め
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
を
渉
外
民
事
訴
訟
に
則
し
て
考
え
る
と
、
次
の
点
に

注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ω
　
訴
訟
物
決
定
の
面
で
、
裁
判
所
は
原
告
の
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
性
質
決
定
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
性
質
決
定
が
法
判
断
で
あ
り
、
法

判
断
は
裁
判
所
の
専
権
に
属
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
般
の
訴
訟
同
様
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
訴
訟
物
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
と
く

に
当
事
者
が
意
識
的
に
自
己
の
法
判
断
を
示
し
、
そ
れ
に
基
い
て
の
み
裁
判
所
の
法
判
断
を
求
め
て
い
る
と
き
に
は
、
裁
判
所
は
そ
れ
に
拘
束
さ
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れ
る
。
渉
外
民
事
訴
訟
上
、
こ
の
よ
う
な
意
識
的
な
法
判
断
の
選
択
が
、
衝
突
法
と
実
質
法
と
の
二
重
の
性
質
決
定
と
か
ら
ん
で
、
ど
の
よ
う
な

意
味
を
も
つ
か
。

　
ω
　
訴
訟
の
枠
を
定
め
る
事
実
の
主
張
、
争
い
あ
る
場
合
の
立
証
は
当
事
者
の
自
由
か
つ
責
任
で
あ
る
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
事
実
の
な
か

に
、
実
質
法
上
の
法
律
効
果
に
直
結
す
る
要
件
事
実
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
準
拠
実
質
法
決
定
と
い
う
衝
突
法
上
の
法
律
効
果
を
生

ず
る
要
件
事
実
“
連
結
点
は
こ
こ
に
い
う
事
実
に
含
ま
れ
る
の
か
。
た
と
え
ば
、
当
事
者
の
国
籍
、
住
所
、
不
法
行
為
地
が
ど
こ
か
に
つ
い
て
も

当
事
者
の
主
張
、
立
証
を
ま
つ
の
か
。
こ
の
こ
と
は
、
訴
訟
の
実
体
に
つ
い
て
の
判
断
以
前
に
、
管
轄
の
肯
否
に
関
す
る
要
件
事
実
に
つ
い
て
も

問
題
と
な
り
う
る
（
但
し
、
管
轄
の
肯
定
と
い
う
訴
訟
要
件
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
の
実
体
に
つ
い
て
と
は
別
に
、
そ
の
要
件
事
実
の
蒐
集
に
つ
き
職
権
主
義
を
と
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
別
の
考
慮
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
）
。

　
③
　
法
判
断
の
面
で
、
日
本
に
お
い
て
一
般
の
訴
訟
で
あ
れ
ば
、
法
と
は
も
ち
ろ
ん
日
本
法
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
渉
外
事
件
で
は
、
法
判
断

も
二
段
階
に
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
連
結
点
の
確
定
に
よ
つ
て
、
準
拠
法
決
定
と
い
う
法
判
断
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
具
体
的
事
件
に

対
す
る
実
質
的
な
法
判
断
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
に
お
い
て
、
そ
の
基
準
と
な
る
法
が
外
国
法
で
あ
る
場
合
、
外
国
法
適
用
に
つ

い
て
、
当
事
者
の
主
張
、
そ
の
存
在
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
の
立
証
を
ま
つ
の
か
。
或
は
よ
り
遡
つ
て
、
そ
も
そ
も
そ
の
事
件
が
外
国
法
の
適
用

さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
事
件
、
す
な
わ
ち
渉
外
事
件
で
あ
る
こ
と
は
、
当
事
者
の
主
張
、
立
証
を
ま
つ
の
か
。

　
以
上
の
諸
点
を
渉
外
事
件
に
お
け
る
特
異
な
こ
と
と
し
て
解
決
す
べ
き
か
、
或
は
一
般
の
訴
訟
事
件
と
同
様
に
解
決
し
て
よ
い
の
か
。
こ
の
よ

う
な
間
題
の
な
か
に
あ
つ
て
、
渉
外
民
事
訴
訟
に
お
け
る
準
拠
実
質
法
適
用
前
の
段
階
（
準
拠
実
質
法
適
用
の
過
程
に
つ
い
て
の
問
題
は
今
回
の
検
討
か
ら

除
く
）
で
の
当
事
者
の
意
思
の
働
き
の
問
題
を
追
つ
て
い
き
た
い
。

　
（
一
）
　
以
上
の
訴
訟
の
過
程
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
伊
東
乾
「
民
事
訴
訟
法
』
を
参
照
し
た
．



二

　
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
と
い
う
問
題
を
捉
え
る
と
な
る
と
、
当
然
、
当
事
者
主
義
、
そ
れ
に
対
す
る
職
権
主
義
が
議
論
の
中
心

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
事
者
主
義
対
職
権
主
義
は
訴
訟
の
種
々
の
面
で
現
わ
れ
て
く
る
の
で
、
用
語
上
の
混
乱
が
起
こ
り
易
い
．
そ
こ
で
、
ま

ず
、
当
事
者
主
義
対
職
権
主
義
に
つ
い
て
、
次
に
、
事
実
の
主
張
、
立
証
を
め
ぐ
つ
て
、
本
稿
で
問
題
と
な
る
範
囲
の
用
語
に
つ
い
て
、
そ
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

味
を
限
定
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
e
　
当
事
者
主
義
と
職
権
主
義

　
訴
訟
手
続
の
発
展
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
支
配
を
認
め
る
建
前
が
当
事
者
主
義
で
あ
り
、
当
事
者
の
支
配
を
認
め
ず
、
国
家
が
権
力
的
に
お
し

す
す
め
る
建
前
が
職
権
主
義
で
あ
る
．
こ
れ
は
、
問
題
の
側
面
を
四
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
ω
　
訴
訟
開
始
の
主
導
権
お
よ
び
審
判
の
対
象
を
定
め
る
権
能
の
問
題
、
③
　
訴
訟
の
発
展
を
塗
中
で
打
ち
切
る
権
能
の
問
題
　
　
ω
、
⑧
に

つ
い
て
の
当
事
者
主
義
を
処
分
権
主
義
（
処
分
主
義
）
と
い
い
、
職
権
主
義
を
職
権
調
査
主
義
と
い
う
。
前
者
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
は
当
事
者
の
申

立
が
あ
つ
て
は
じ
め
て
開
始
さ
れ
、
当
事
者
の
請
求
の
範
囲
を
こ
え
て
裁
判
所
は
審
理
と
判
決
と
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
一
た
ん
訴
訟

が
始
ま
つ
て
も
当
事
者
は
い
つ
で
も
判
決
に
よ
ら
ず
そ
の
手
続
を
打
ち
切
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
紛
争
を
探
知
し
て

自
ら
訴
訟
を
始
め
、
裁
判
所
は
当
事
者
の
請
求
に
拘
束
さ
れ
ず
、
自
由
に
審
理
を
始
め
判
決
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
一
た
ん
訴
訟
を
開

始
し
た
以
上
当
事
者
の
希
望
に
よ
つ
て
手
続
を
打
ち
切
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
ー
法
は
、
本
案
に
関
し
て
、
処
分
権
主
義
を
採
用
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
①
当
事
者
開
始
主
義
（
一
八
六
）
、
②
不
告
不
理
の
原
則
（
一
八
六
．
三
七
七
、
四
〇
二
、
四
二
七
参
照
）
、
③
噛
変
更
主
義
（
狭
義
の
処
分
権

主
義
）
（
二
三
六
〔
訴
の
取
下
〕
、
三
六
三
、
三
九
六
〔
控
訴
、
上
告
の
取
下
〕
、
二
〇
三
〔
和
解
、
拗
棄
、
認
諾
〕
等
）
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
手
続
の
組

立
て
、
審
理
の
方
式
、
訴
訟
行
為
が
適
法
で
あ
る
か
ど
う
か
、
訴
訟
要
件
が
そ
な
わ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
職
権
調
査
主
義
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が
行
わ
れ
る
（
二
五
五
、
四
〇
五
参
照
．
妨
訴
抗
弁
に
つ
い
て
は
被
告
の
．
主
張
を
ま
つ
て
調
査
す
る
．
ま
た
、
責
問
権
の
拗
棄
、
喪
失
の
生
じ
5
る
範
囲
で
は
職
権
調
査
主

義
は
行
わ
れ
な
い
）
。

　
㈹
　
手
続
進
行
の
促
進
力
の
間
題
　
　
こ
の
面
に
つ
い
て
の
当
事
者
主
義
を
当
事
者
進
行
主
義
と
呼
び
、
職
権
主
義
を
職
権
進
行
主
義
と
呼
ぶ
．

前
者
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
の
促
進
は
当
事
者
の
自
由
か
つ
責
任
で
、
た
と
え
ば
、
期
日
の
指
定
や
書
類
の
送
達
は
当
事
者
が
自
ら
、
或
は
当
事
者
の

申
立
に
よ
つ
て
こ
れ
を
行
い
、
弁
論
や
証
拠
調
の
進
行
も
当
事
者
の
主
導
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
．
後
者
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
の
推
進
は
裁
判
所
の
権

能
か
つ
職
責
と
さ
れ
、
裁
判
所
の
主
導
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
。
ー
法
は
、
原
則
と
し
て
、
職
権
進
行
主
義
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
期
日

の
指
定
（
一
五
二
1
、
皿
）
、
訴
訟
書
類
の
送
達
（
一
六
〇
．
例
外
一
七
八
1
）
、
口
頭
弁
論
の
指
揮
統
制
（
一
二
六
）
、
証
拠
調
の
運
行
（
二
七
一
そ
の
他
）
の

規
定
が
認
め
ら
れ
る
。
②
訴
訟
の
進
行
に
つ
い
て
当
事
者
に
申
立
権
を
認
め
な
い
が
．
③
例
外
的
に
手
続
進
行
の
権
能
が
当
事
者
に
与
え
ら
れ
る

場
合
（
一
五
二
v
、
一
七
八
1
、
二
一
六
等
）
に
は
、
裁
判
所
は
申
立
に
つ
い
て
許
否
の
裁
判
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
㈲
　
判
断
の
基
礎
に
な
る
資
料
を
持
ち
出
す
責
任
の
問
題
　
　
こ
の
面
で
の
当
事
者
主
義
を
弁
論
主
義
と
い
い
、
職
権
主
義
を
職
権
探
知
主
義

と
い
う
。
裁
判
所
が
法
判
断
を
行
お
う
と
す
れ
ば
、
事
実
と
証
拠
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
判
決
の
基
礎
に
な
る
す
べ
て
の
事
実
、

す
べ
て
の
証
拠
資
料
を
ひ
つ
く
る
め
て
訴
訟
資
料
と
い
う
。
こ
の
意
味
の
訴
訟
資
料
の
顕
出
を
何
人
の
責
任
と
す
る
か
で
、
前
者
に
よ
れ
ば
．
そ

の
顕
出
は
当
事
者
の
自
由
か
つ
責
任
で
、
裁
判
所
が
当
事
者
の
顕
出
し
な
い
資
料
を
判
断
の
基
礎
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
．
後
者
に
よ
れ
ば
、

訴
訟
資
料
は
裁
判
所
が
当
事
者
の
言
い
分
に
関
係
な
く
、
進
ん
で
探
知
す
べ
き
で
あ
る
。
ー
事
が
公
益
に
関
す
る
こ
と
の
深
い
場
合
は
、
職
権

探
知
主
義
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
一
般
に
、
通
常
の
民
事
訴
訟
で
は
、
弁
論
主
義
が
よ
り
合
理
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
採
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
①
請
求
自
体
に
関
し
．
判
決
の
基
礎
に
な
る
べ
き
事
実
は
当
事
者
の
弁
論
に
顕
わ
れ
た
も
の
に
限
り
．
裁
判
所
は
そ
れ
以
外
の
事
実

を
基
礎
と
し
て
判
決
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
（
一
八
五
、
一
九
一
∬
）
。
②
当
事
者
間
に
争
い
の
な
い
事
実
は
、
そ
の
通
り
の
事
実
が
あ
つ
た
も
の

と
L
て
、
判
決
の
基
礎
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
五
七
前
、
一
四
〇
1
本
）
。
③
当
事
者
間
に
争
い
の
あ
る
事
実
は
証
拠
を
用
い
て
確
定
す
べ
き



で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
判
断
の
基
礎
に
す
べ
き
証
拠
資
料
も
、
当
事
者
に
よ
つ
て
顕
出
さ
れ
た
も
の
に
限
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
外
の
証
拠
資

料
を
斜
酌
し
え
な
い
（
一
八
五
、
二
五
七
、
二
五
八
）
。
当
事
者
が
顕
出
し
た
証
拠
資
料
の
み
で
事
実
の
真
否
を
い
ず
れ
と
も
判
断
し
え
な
い
と
き
は
、

立
証
責
任
の
問
題
と
し
て
処
理
す
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
、
職
権
探
知
主
義
の
と
ら
れ
る
範
囲
と
し
て
、
通
常
の
訴
訟
の
請
求
自
体
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

も
、
①
訴
訟
物
の
法
的
評
価
の
た
め
の
資
料
や
、
②
間
接
事
実
お
よ
び
そ
の
証
拠
は
、
職
権
を
も
つ
て
探
知
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
り
、
③
主
要
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

に
つ
い
て
さ
え
、
釈
明
処
分
（
＝
三
）
、
検
証
の
際
の
鑑
定
（
三
二
四
）
、
職
権
当
事
者
訊
問
（
三
三
六
）
の
許
さ
れ
る
結
果
、
職
権
探
知
主
義
の
入

り
込
む
余
地
が
あ
る
（
①
、
②
は
判
決
の
基
礎
と
な
る
事
実
を
直
接
に
形
成
す
る
事
項
に
関
し
な
い
か
ら
、
厳
格
に
は
弁
論
主
義
と
職
権
探
知
主
義
の
対
立
の
間
題
で
は

な
い
）
。

　
こ
れ
ら
四
面
の
問
題
の
う
ち
、
本
稿
で
当
事
者
の
意
思
の
関
与
と
い
う
観
点
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、
ω
の
う
ち
の
審
判
の
対
象
を

定
め
る
権
能
の
問
題
（
処
分
権
主
義
対
職
権
調
査
主
義
）
と
、
㈲
の
弁
論
主
義
対
職
権
探
知
主
義
の
間
題
で
あ
る
。
ω
の
う
ち
、
訴
訟
開
始
の
主
導
権

の
問
題
は
疑
問
の
余
地
が
な
く
、
㈲
は
む
し
ろ
準
拠
実
質
法
適
用
の
段
階
で
問
題
に
な
る
し
、
⑥
で
は
職
権
主
義
（
職
権
進
行
主
義
）
が
原
則
と
し

て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

（
一
）
　
伊
東
・
前
掲
参
照
。

（
二
）
　
主
要
事
実
と
問
接
事
実
に
つ
い
て
は
、
「
法
律
効
果
の
発
生
に
直
接
必
要
な
事
実
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
法
律
効
果
を
規
定
す
る
法
規
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
事
実

　を．

主
要
事
実
と
い
い
、
あ
る
い
は
直
接
事
実
ま
た
は
要
件
事
実
と
も
い
う
。
主
要
事
実
の
う
ち
に
は
、
一
定
の
法
律
要
件
を
定
め
た
法
規
の
要
件
事
実
の
外
に
、
能
力

な
ど
法
律
効
果
発
生
の
一
般
要
件
事
実
、
詐
欺
、
強
迫
の
ご
と
き
効
力
発
生
の
障
害
事
実
、
　
一
定
の
法
律
効
果
を
定
め
る
法
条
に
反
対
の
法
規
の
要
件
事
実
な
ど
が
あ

　
る
。
こ
の
主
要
事
実
の
存
否
を
経
験
則
に
よ
り
推
認
さ
せ
る
事
実
を
、
間
接
事
実
ま
た
は
徴
表
（
葱
）
と
い
う
。
…
　
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
判
決
に
よ
つ
て
権
利
関

係
の
存
否
が
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
通
常
権
利
の
発
生
消
滅
の
法
律
効
果
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
法
律
効
果
を
規
定

　
す
る
法
規
の
主
要
事
実
が
、
判
決
の
基
礎
と
な
る
事
実
と
し
て
確
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
間
接
事
実
…
は
、
主
要
事
実
の
存
否
を
判
断
す
る
手
段
と
し
て
の
意
義
を

　
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
主
要
事
実
の
存
否
は
直
接
証
拠
か
ら
直
ち
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
多
く
は
間
接
事
実
　
・
の
媒
介
に
よ
り
認
定
さ
れ
る
か
ら
、
こ

　
－
：
の
事
実
は
訴
訟
上
重
要
な
役
割
を
果
す
。
」
「
弁
論
主
義
の
支
配
す
る
民
事
訴
訟
で
は
、
事
実
の
こ
の
区
別
は
、
主
張
責
任
お
よ
び
立
証
責
任
と
の
関
連
に
お
い
て
重

　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
（
四
八
九
）



　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
（
四
九
〇
）

　要な

意
義
を
も
つ
て
い
る
。
弁
論
主
義
の
下
で
は
、
判
決
の
基
礎
に
な
る
主
要
事
実
は
、
必
ず
当
事
者
の
主
張
が
な
け
れ
ぽ
裁
判
所
は
こ
れ
を
斜
酌
す
る
こ
と
が
で
き
な

　
い
．
当
事
者
の
弁
論
に
現
わ
れ
な
い
主
要
事
実
は
、
公
知
で
あ
つ
て
も
、
ま
た
裁
判
所
が
証
拠
調
の
結
果
か
ら
心
証
を
え
て
い
て
も
、
判
決
の
基
礎
に
で
き
な
い
。
こ
れ

　
に
反
し
て
、
間
接
事
実
は
主
要
事
実
を
認
定
す
る
証
拠
資
料
の
機
能
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
事
実
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
の
主
張
が
な
く
て
も
弁
論
に
現
わ
れ
る
か
ぎ
り
、

裁
判
所
は
そ
れ
を
斜
酌
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
」
（
小
室
直
人
「
主
要
事
実
・
間
接
事
実
・
補
助
事
実
」
民
事
法
学
辞
典
上
巻
所
収
．
な
お
、
村
松
俊
夫
「
間
接
事
実
と

問
接
証
拠
（
民
訴
覚
書
）
」
法
律
時
報
三
〇
巻
六
号
六
二
頁
以
下
参
照
）
。

（
三
）
　
釈
明
処
分
は
訴
訟
指
揮
権
に
由
来
す
る
も
の
で
、
訴
訟
資
料
の
解
明
に
関
す
る
。
⑥
に
述
べ
た
訴
訟
手
続
の
進
行
に
つ
い
て
職
権
進
行
主
義
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と

　
と
の
関
連
で
、
証
拠
資
料
の
顕
出
の
面
で
も
弁
論
主
義
を
と
り
な
が
ら
、
職
権
探
知
主
義
に
よ
る
の
と
近
い
結
果
が
生
じ
う
る
．

　
　
　
⇔
　
事
実
の
主
張
、
立
証
を
め
ぐ
つ
て

　
事
実
の
主
張
、
立
証
は
、
い
ず
れ
も
当
事
者
の
訴
訟
行
為
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
の
で
、
ま
ず
、
当
事
者
の
訴
訟
行
為
上
の
概
念
を
必
要
な
限
り

で
ま
と
め
て
お
く
。

　
ω
申
立
　
　
当
事
者
が
、
裁
判
所
に
対
し
て
、
そ
の
一
定
の
訴
訟
行
為
を
求
め
る
た
め
に
す
る
供
述
を
、
申
立
と
い
う
。
そ
の
性
質
は
一
種

の
意
欲
の
表
示
で
あ
る
。
申
立
は
本
案
の
申
立
と
訴
訟
上
の
申
立
（
証
拠
の
申
出
〔
二
五
八
、
二
七
五
、
一
三
一
、
三
三
三
〕
も
形
式
的
に
は
こ
の
申
立
に
含
ま

れ
る
）
に
分
け
ら
れ
る
。

　
⑧
　
主
張
（
陳
述
）
　
　
事
実
や
法
律
関
係
の
存
否
に
つ
い
て
知
識
を
表
白
す
る
た
め
の
当
事
者
の
供
述
を
、
陳
述
も
し
く
は
主
張
と
い
う
。
そ

の
性
質
は
観
念
の
通
知
で
あ
る
。
陳
述
は
、
そ
の
内
容
を
標
準
と
し
て
、
法
律
上
の
陳
述
と
事
実
上
の
陳
述
と
に
分
け
ら
れ
る
。

　
＠
法
律
上
の
陳
述
　
①
法
令
の
存
否
や
解
釈
に
関
す
る
意
見
の
陳
述
　
法
の
判
断
は
裁
判
所
の
専
権
に
属
す
る
か
ら
、
当
事
者
の
陳
述
は
、
裁

判
所
に
対
し
て
注
意
を
促
す
こ
と
に
な
る
だ
け
で
、
裁
判
所
を
拘
束
す
る
こ
と
は
な
い
。
　
②
訴
訟
物
の
存
否
の
陳
述
　
原
告
が
自
ら
請
求
と
反

対
方
向
の
陳
述
を
す
る
場
合
を
請
求
の
拗
棄
と
い
い
、
被
告
が
請
求
と
同
方
向
の
陳
述
を
す
る
場
合
を
請
求
の
認
諾
と
い
う
。
請
求
の
拗
棄
も
し

く
は
認
諾
が
あ
る
と
き
は
、
法
の
判
断
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
例
外
的
に
、
裁
判
所
の
審
判
を
ま
た
ず
に
訴
訟
は
終
了
す
る
。
　
③
訴
訟
物
以



外
の
法
律
関
係
に
関
す
る
陳
述
で
、
当
事
者
間
に
争
い
の
な
い
と
ぎ
は
、
そ
の
存
否
は
陳
述
通
り
の
も
の
と
し
て
証
拠
を
用
い
ず
に
、
一
応
、
判

決
の
基
礎
と
し
て
よ
い
。
当
事
者
の
一
方
が
自
分
に
不
利
益
な
相
手
方
の
法
律
上
の
陳
述
を
承
認
す
る
こ
と
を
権
利
自
白
と
呼
ぶ
（
訴
訟
物
自
体
に

関
す
る
権
利
自
白
が
請
求
の
拡
棄
、
認
諾
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
訴
訟
物
以
外
の
法
律
関
係
に
関
す
る
権
利
自
白
は
、
元
来
法
の
判
断
は
裁
判
所
の
職
権
に

属
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
述
の
事
実
の
自
白
と
異
つ
て
、
陳
述
者
は
い
つ
で
も
こ
れ
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
律
上
の
陳
述
が
相
手
方

に
よ
つ
て
争
わ
れ
る
と
き
は
、
陳
述
者
は
こ
れ
を
構
成
す
べ
き
事
実
を
主
張
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
証
明
し
て
、
自
分
の
主
張
す
る
法
律
関
係
の
存

否
を
裁
判
所
に
納
得
さ
せ
る
必
要
を
生
じ
る
。

　
⑥
事
実
上
の
陳
述
　
こ
れ
は
事
実
の
存
否
に
つ
い
て
の
陳
述
で
、
弁
論
主
義
の
下
で
は
当
事
者
の
弁
論
に
現
わ
れ
た
事
実
だ
け
が
判
決
の
基
礎

と
な
る
結
果
、
訴
訟
上
の
地
位
は
重
要
で
あ
る
。
当
事
者
の
一
方
が
相
手
方
の
自
己
に
不
利
益
な
事
実
上
の
陳
述
を
承
認
す
る
こ
と
を
自
白
と
い

い
（
権
利
自
白
に
対
し
て
事
実
上
の
自
白
と
い
5
）
、
自
白
さ
れ
た
主
要
事
実
は
、
証
拠
を
用
い
ず
に
、
裁
判
所
は
そ
の
通
り
を
判
決
の
基
礎
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
白
は
撤
回
を
許
さ
れ
な
い
（
自
白
の
不
可
撤
回
性
．
禁
反
言
の
原
則
に
よ
る
〉
。
公
知
の
事
実
に
反
す
る
自
白
に
も
効
力
が
認
め
ら

れ
る
。

　
⑥
抗
弁
　
法
律
上
の
陳
述
で
あ
る
と
事
実
上
の
陳
述
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
相
手
方
の
陳
述
の
承
認
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
と
両
立
し
な
が

ら
、
相
手
方
の
期
待
す
る
法
律
効
果
の
発
生
、
存
続
を
阻
害
す
る
よ
う
な
材
料
を
陳
述
す
る
こ
と
を
、
抗
弁
と
呼
ぶ
。

　
次
に
、
前
述
の
弁
論
主
義
の
下
で
は
、
裁
判
所
の
法
判
断
の
基
礎
を
な
す
事
実
（
主
要
事
実
）
は
当
事
者
に
よ
つ
て
顕
出
さ
れ
、
そ
の
事
実
に
つ

い
て
当
事
者
問
に
争
い
の
あ
る
場
合
に
は
、
当
事
者
の
申
出
に
よ
る
証
拠
に
よ
つ
て
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
証
拠
と
そ
の
評

価
と
い
う
面
か
ら
必
要
な
概
念
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

　
ω
　
証
明
の
必
要

　
＠
証
明
の
不
必
要
な
場
合
（
二
五
七
）
　
①
自
白
　
こ
の
場
合
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
弁
論
主
義
の
一
内
容
で
あ
る
。
　
②
顕
著
な
事
実
　
公

　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐
一
　
　
（
四
九
一
）



　
　
睡
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
二
　
　
（
四
九
二
）

知
の
事
実
と
職
務
上
知
れ
た
る
事
実
と
を
含
む
。
し
か
し
、
裁
判
所
に
顕
著
な
事
実
で
も
、
弁
論
主
義
の
下
で
は
、
主
要
事
実
で
あ
る
限
り
、
当

事
者
の
主
張
が
な
け
れ
ば
判
決
の
基
礎
と
な
し
え
な
い
（
当
事
者
の
顕
出
を
ま
つ
）
か
ら
、
そ
れ
が
証
明
を
要
し
な
い
と
い
う
の
は
、
当
事
者
に
よ

つ
て
顕
出
さ
れ
た
上
で
証
明
は
必
要
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
⑥
証
明
を
必
要
と
す
る
事
項
　
そ
の
中
心
は
事
実
で
あ
る
（
一
八
五
）
。
法
は
裁
判
所
の
知
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
か
ら
、
法
規
や
、
ま
た
経
験

　
二
）

法
則
に
つ
い
て
は
、
証
明
を
必
要
と
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
二
者
に
つ
い
て
も
、
現
実
に
は
裁
判
官
に
と
つ
て
の
一
般
教
養
を

こ
え
た
経
験
法
則
、
た
と
え
ば
専
門
的
学
術
的
法
則
や
法
規
、
た
と
え
ば
外
国
法
、
自
治
法
規
に
つ
い
て
は
、
証
明
を
要
す
る
と
解
さ
れ
る
。
但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
当
事
者
の
証
拠
の
申
出
を
ま
た
ず
、
職
権
で
探
知
す
べ
き
で
あ
る
。

　
③
　
主
張
、
立
証
責
任

　
＠
主
張
責
任
　
弁
論
主
義
の
下
で
は
、
主
要
事
実
は
、
当
事
者
が
こ
れ
を
主
張
し
な
け
れ
ば
判
決
の
基
礎
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
或
る
事
実

が
顕
出
の
な
い
も
の
と
し
て
そ
の
存
否
を
仮
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
当
事
者
の
一
方
が
受
け
る
不
利
益
を
主
張
責
任
と
い
う
。

　
⑥
立
証
責
任
　
顕
出
さ
れ
た
主
要
事
実
に
つ
い
て
争
い
が
あ
り
、
し
か
も
、
提
出
さ
れ
た
証
拠
を
調
べ
て
み
て
も
、
結
局
、
存
否
い
ず
れ
の
心

証
を
も
え
ら
れ
ず
に
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
裁
判
所
は
判
決
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
位
に
あ
る
か
ら
、
裁
判
所
に

と
つ
て
、
当
該
事
実
を
存
否
い
ず
れ
か
に
仮
定
し
て
、
こ
れ
に
基
い
て
判
決
を
与
え
る
ほ
か
に
途
は
な
い
。
こ
う
し
た
仮
定
に
よ
つ
て
当
事
者
の

一
方
が
受
け
る
べ
き
不
利
益
を
立
証
責
任
ま
た
は
挙
証
責
任
と
い
い
、
個
々
の
事
実
に
つ
き
い
ず
れ
の
当
事
者
に
こ
の
種
の
不
利
益
を
帰
せ
し
め

る
べ
き
か
の
問
題
を
、
立
証
責
任
の
分
配
と
呼
ぶ
。
主
張
責
任
は
弁
論
主
義
の
採
用
と
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
立
証
責
任
は
、
弁
論
主
義
の
採
否

に
拘
わ
ら
な
い
訴
訟
一
般
の
問
題
で
あ
る
（
当
事
者
の
証
拠
の
申
出
に
ま
つ
て
も
、
裁
判
所
の
職
権
探
知
に
よ
つ
て
も
．
事
実
の
存
否
い
ず
れ
の
心
証
も
え
ら
れ
な

い
場
合
の
あ
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
）
。
立
証
責
任
の
分
配
は
、
事
実
の
蓋
然
性
と
当
事
者
間
の
衡
平
と
に
基
い
て
決
せ
ら
れ
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
或

る
法
律
効
果
の
主
張
者
は
そ
の
法
律
効
果
の
積
極
的
、
原
則
的
、
典
型
的
な
要
件
事
実
の
存
在
に
つ
い
て
、
相
手
方
は
同
一
法
律
効
果
の
阻
却
的



規
定
事
実
の
存
在
に
つ
い
て
、

（
一
）

（
二
）

（
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

そ
れ
ぞ
れ
立
証
責
任
を
負
う
。

　
経
験
法
則
に
つ
い
て
証
明
を
要
し
な
い
と
い
う
の
は
、
経
験
法
則
が
法
で
あ
る
か
事
実
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
か
ら
離
れ
て
、
経
験
法
則
は
、
事
実
の
法
的
評
価
の

際
に
用
い
ら
れ
る
知
識
で
あ
つ
て
、
判
決
の
基
礎
と
な
る
具
体
的
事
実
で
は
な
い
か
ら
、
弁
論
主
義
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
に
基
く
（
三
ヶ
月
章
「
民
事
訴
訟
法
」

一
五
八
頁
参
照
）
。

　
外
国
法
の
存
在
、
内
容
に
つ
い
て
の
証
拠
資
料
を
提
出
す
る
者
に
、
鑑
定
証
人
、
鑑
定
人
が
あ
る
。
自
分
が
過
去
に
知
り
え
た
事
実
を
証
拠
資
料
と
し
て
供
述
す
る

よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
第
三
者
を
証
人
と
い
い
．
そ
の
証
拠
調
が
証
人
訊
問
で
あ
る
。
事
実
の
知
得
が
特
別
の
学
識
経
験
に
基
く
場
合
、
す
な
わ
ち
鑑
定
証
人
（
三
〇

九
）
の
場
合
で
も
、
事
実
の
供
述
に
終
始
す
べ
き
限
り
で
は
、
な
お
証
人
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
．
特
別
の
学
識
経
験
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て
意
見
（
判
断
）
を
証

拠
資
料
と
し
て
報
告
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
第
三
者
を
鑑
定
人
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
専
門
家
の
意
見
を
求
め
て
裁
判
所
の
能
力
を
補
う
た
め
の
証
拠
調
が
鑑
定
で

あ
る
。

　
立
証
責
任
に
関
連
し
て
、
提
出
さ
れ
る
証
拠
に
本
証
と
反
証
の
区
別
が
認
め
ら
れ
る
。
本
証
と
は
、
当
事
者
が
自
ら
立
証
責
任
を
負
う
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
提

出
す
る
証
拠
で
あ
り
、
反
証
と
は
、
そ
の
事
実
を
否
認
す
る
相
手
方
の
提
出
す
る
証
拠
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
証
は
、
主
張
事
実
に
つ
い
て
裁
判
官
に
積
極
的
に

確
信
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
そ
の
目
的
を
達
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
反
証
は
必
ず
し
も
相
手
方
の
主
張
事
実
の
反
対
が
真
実
で
あ
る
と
の
確
信
を

抱
か
せ
な
く
と
も
、
本
証
に
基
き
生
じ
る
確
信
を
妨
害
し
動
揺
さ
せ
て
、
相
手
方
の
主
張
の
真
偽
が
不
明
で
あ
る
と
の
心
証
に
持
ち
込
め
ば
目
的
を
達
す
る
。
何
故
な

ら
ば
、
そ
の
場
合
は
、
立
証
責
任
の
原
則
の
適
用
に
よ
つ
て
、
自
己
に
有
利
な
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
（
兼
子
一
「
民
事
訴
訟
法
体
系
」
二
四
〇
1
一
頁
参
照
。
な

お
、
同
「
推
定
の
本
質
」
民
事
法
研
究
一
巻
所
収
参
照
）
。

三

　
ま
ず
、
本
稿
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
問
題
に
関
連
す
る
判
決
を
、
e
訴
訟
物
お
よ
び
事
件
の
渉
外
性
の
主
張
、
O
連
結
点
ー
国
籍
、
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

準
拠
法
の
合
意
、
不
法
行
為
地
1
、
㊧
準
拠
外
国
法
の
主
張
、
立
証
の
順
に
紹
介
す
る
。

　
　
　
e
訴
訟
物
お
よ
び
事
件
の
渉
外
性
の
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
ω
判
決
年
月
日
不
明
東
京
地
裁
判
決
、
昭
二
八
（
タ
）
二
一
九
号
親
子
関
係
不
存
在
確
認
請
求
事
件
（
拷
晒
似
細
一
藷
梱
瓢
願
創
醐
醜
翻
諌
謝
姻
鉦
馴
轡
漱
概
δ
瀬

嘲
知
蓄
一
）
i
－

　
　
　
個
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
（
四
九
三
）



　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
（
四
九
四
）

　
（
三
）

　
〔
判
旨
〕
　
「
本
件
に
於
け
る
確
認
の
対
象
は
、
法
律
関
係
が
存
在
し
な
い
と
云
う
事
実
関
係
の
存
在
で
あ
つ
て
．
法
律
の
適
用
に
よ
つ
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
実
体

は
な
い
か
ら
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
準
拠
法
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
従
つ
て
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
法
例
の
適
用
は
な
い
。
」

　
㈹
昭
三
二
・
一
二
・
九
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
判
決
、
昭
三
〇
（
ワ
）
五
二
七
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
晰
幡
酬
調
鞭
麗
淋
唯
断
繍
肝
轍
畿
鹸
翻
匡
醸
馳
胤
働
瀬
刻

薙
瑳
誉
蛋
リ
）
1
6

　
判
決
の
な
か
で
訴
訟
物
お
よ
び
事
件
の
渉
外
性
の
主
張
に
触
れ
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
後
の
学
説
と
の
関
連
で
、
こ
こ
に
引
い
て
お
く
。

　
㈹
昭
三
五
・
四
・
一
二
大
阪
地
裁
判
決
、
昭
二
九
（
ワ
）
五
九
七
四
号
売
掛
代
金
請
求
事
件
（
げ
測
柑
御
鰐
磁
櫛
鰍
蒲
酪
麟
嚥
ガ
蜥
徽
眼
糠
卜
振
離
細
鶴
謙
か
就
頒
剃

礫
矧
畿
謹
“
錆
醍
盤
の
の
雛
鰯
殖
謬
蒙
魂
諒
誘
）
1
10

　
判
決
の
な
か
で
直
接
に
訴
訟
物
に
触
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
原
告
の
請
求
を
第
一
次
請
求
“
所
有
権
に
基
く
物
件
の
返
還
、
第
二
次
請
求
”
物
権
的
請
求

権
の
行
使
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
、
第
三
次
請
求
”
契
約
上
の
債
権
に
基
く
請
求
に
分
け
て
判
断
し
、
い
ず
れ
も
失
当
と
し
て
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。

ま
た
、
原
告
の
第
二
次
請
求
に
つ
い
て
、
準
拠
法
が
い
か
な
る
国
の
法
律
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
自
身
紛
争
の
内
容
で
あ
る
か
ら
、
原
告
は
特
定
の
国
の
法
律
の
適

用
が
あ
る
こ
と
を
訴
訟
上
主
張
、
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
主
張
、
立
証
し
て
い
な
い
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
（
後
出
⑳
の
〔
判
旨
〕
参
照
）
。

　
㈲
昭
三
七
・
四
・
九
前
橋
地
裁
桐
生
支
部
判
決
、
昭
三
六
（
ワ
）
四
号
不
動
産
所
有
権
移
転
登
記
請
求
事
件
（
濾
鍵
鎧
謝
繍
岬
闘
証
畑
推
貯
）
i
1
1
3

　
〔
判
旨
〕
　
「
原
告
は
大
韓
民
国
人
で
あ
つ
て
、
こ
の
こ
と
は
訴
訟
記
録
編
綴
の
桐
生
市
長
作
成
の
登
録
済
証
明
書
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
本
件
は
国
際
私

法
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
」
判
決
は
、
原
告
の
主
張
な
し
に
、
事
件
の
渉
外
性
を
認
め
て
、
国
際
私
法
を
適
用
し
て
い
る
。

　
　
　
⇔
　
連
　
　
結
　
　
点

　
㈹
　
国
　
　
籍

　
㈲
昭
三
二
．
六
．
二
八
大
阪
地
裁
判
決
、
昭
二
九
（
ワ
）
四
一
一
八
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
購
縄
冊
鮒
尋
㎝
傭
評
敢
臣
慷
糠
解
ド
埣
轍
渦
暎
杁
錯
継
鰐
ト
じ
和
淋
頒
測

灘
嚢
識
論
ユ
諮
矯
舗
）
ー
5

　
〔
判
旨
〕
　
「
訴
外
人
及
び
原
告
等
が
大
韓
民
国
の
国
籍
を
有
す
る
外
国
人
で
あ
る
こ
と
は
被
告
の
争
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
そ
の
相
続
の
準
拠
法
は
法
例
第
二



五
条
に
よ
つ
て
被
相
続
人
た
る
訴
外
人
の
本
国
即
ち
大
韓
民
国
法
に
従
う
べ
き
で
あ
る
」
、

　
⑥
判
決
6
i
上
出
⑧
に
同
じ
．

　
判
決
の
な
か
で
、
連
結
点
－
国
籍
に
つ
い
て
と
く
に
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
後
の
学
説
と
の
関
連
で
、
こ
こ
に
引
い
て
お
く
．

　
ω
昭
三
四
・
九
・
三
東
京
高
裁
判
決
、
昭
三
三
（
ネ
）
一
七
八
九
号
建
物
所
有
権
移
転
登
記
抹
消
登
記
手
続
請
求
及
び
仮
処
分
執
行
取
消
反
訴

請
求
控
訴
事
件
（
曝
紐
酬
蜘
沖
術
邸
ぺ
獅
轍
裁
曝
那
獅
擁
墾
写
バ
趣
難
瀬
定
髄
騨
一
駈
の
ひ○
岩
撫
翅
頑
た
練
縞
嘱
塒
蝦
ト
コ
借
軌
量
一
墜
館
）
ー
7

　
〔
判
旨
〕
　
「
職
権
を
も
つ
て
考
え
る
の
に
、
本
訴
に
お
け
る
第
一
審
被
告
（
第
一
審
反
訴
原
告
、
控
訴
人
）
は
…
－
未
成
年
者
で
あ
る
こ
と
、
記
録
編
綴
…
ゐ

東
京
都
武
蔵
野
市
長
の
登
録
済
証
明
書
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
つ
て
、
本
訴
は
そ
の
親
権
者
父
－
　
を
法
定
代
理
人
と
し
て
追
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
記
録
編
綴
．

…
の
中
華
民
国
駐
日
大
使
館
の
証
明
書
に
よ
れ
ば
、
控
訴
人
は
中
華
民
国
の
国
籍
を
有
し
、
」

　
㈹
昭
三
四
・
一
〇
・
六
神
戸
地
裁
判
決
、
昭
三
二
（
ワ
）
一
一
三
九
号
物
件
引
渡
請
求
事
件
（
ω
智
α
肋
コ
聾
劃
旬
随
曽
剛
か
臨
．
藍
楚
璽
艶
町
撤
規
顯
降

瑠
雇
二
の
謡
黎
罐
」
）
1
8

　
〔
判
旨
〕
　
「
法
例
第
一
五
条
に
よ
つ
て
本
件
で
は
婚
姻
当
時
の
原
告
の
本
国
法
に
よ
る
べ
ぎ
で
あ
る
が
、
原
告
が
英
国
人
で
あ
る
こ
と
は
被
告
が
明
ら
か
に
争
わ

な
い
の
で
自
白
し
た
も
の
と
み
な
す
べ
く
、
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
婚
姻
当
時
も
又
英
国
人
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
」

　
⑨
判
決
1
3
1
上
出
㈲
に
同
じ
．
（
劃
搬
判
旨
〕
）

　
⑯
昭
三
七
・
一
一
・
一
六
大
阪
地
裁
判
決
、
昭
三
一
（
ワ
）
三
九
〇
九
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
珈
脚
欺
欝
御
ッ
吻
豊
｝
か
型
薪
配
儲
一
脇
加
F
拠
継
剃
剛
顯
韻

蘇
饒
翻
鱗
鋸
引
錨
懐
辱
。の
講
鮒
）
1
14

　
〔
判
旨
）
　
「
原
告
が
一
般
商
品
の
輸
出
入
貿
易
を
営
む
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
共
和
国
法
令
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
組
合
で
あ
り
、
被
告
が
原
告
と
同
一
業
務
を
営
む
株
式

会
社
で
あ
る
と
の
原
告
主
張
事
実
は
被
告
に
お
い
て
明
ら
か
に
争
わ
な
い
か
ら
自
白
し
た
も
の
と
み
な
す
。
」

　
ω
昭
三
八
・
四
・
二
二
大
阪
地
裁
判
決
、
昭
三
三
（
タ
）
八
四
号
離
婚
請
求
事
件
（
嫁
峨
胡
鮮
竃
捲
降
鮨
♂
壼
項
印
み
劃
昂
）
1
1
6

　
判
決
は
、
原
告
、
被
告
の
国
籍
を
当
事
者
間
に
争
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
と
し
て
確
定
し
、
ま
た
、
国
籍
だ
け
で
な
く
、
住
所
に
つ
い
て
も
同
じ
態
度
を
と
っ
て

　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
（
四
九
五
）



国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き

一
六
　
　
（
四
九
六
）

い
る
。

　
⑧
　
契
約
準
拠
法
の
合
意

　
⑬
昭
二
六
・
二
・
六
奈
良
地
裁
判
決
、
昭
二
二
（
ワ
）
一
七
号
担
保
金
返
還
並
び
に
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
糠
鰍
騰
駈
郷
鮒
榊
醐
脂
劇
買
醸
張
燦
紅
蜷
に
三
勿

夘
響
霧
離
欝
纈
識
煉
簸
簾
雛
覇
罐
慕
翻
館
誘
播
二
穿
無
課
）
1
2

　
〔
判
旨
〕
　
「
適
用
す
べ
き
法
律
は
専
ら
法
例
第
七
条
に
依
り
定
む
べ
き
と
こ
ろ
、
原
、
被
告
双
方
が
訴
訟
係
属
後
…
－
の
口
頭
弁
論
期
日
に
お
い
て
日
本
の
法
律

に
よ
る
意
思
を
表
明
し
た
こ
と
が
記
録
上
明
白
で
あ
る
。
」

　
⑬
昭
三
一
・
一
一
・
二
九
東
京
地
裁
判
決
、
昭
二
七
（
ワ
）
一
〇
二
六
号
傭
船
料
請
求
事
件
（
㌧
鷺
郭
蜥
新
野
柳
飽
励
榊
却
飾
幣
仔
勧
肝
知
佃
麹
り
嘉
釧
蹴

盤
幣
離
劉
継
鶴
韻
劉
誹
謹
一
頭
譲
誰
米
）
ー
4

　
〔
判
旨
〕
　
「
当
事
者
双
方
は
本
件
傭
船
契
約
の
成
立
及
び
効
力
の
準
拠
法
を
日
本
法
と
す
る
旨
の
裁
判
上
の
合
意
を
な
し
た
か
ら
以
下
本
件
に
は
わ
が
法
令
を
適

用
し
て
判
断
す
る
。
」
（
原
、
被
告
は
と
も
に
、
そ
の
主
張
の
中
で
、
準
拠
法
に
つ
き
特
別
の
定
め
が
な
か
つ
た
か
ら
、
法
例
の
規
定
に
よ
り
行
為
地
法
で
あ
る
日
本
商
法
に

拠
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
）

　
㈲
昭
三
五
・
四
・
九
東
京
高
裁
判
決
、
昭
三
一
（
ネ
）
二
二
九
〇
号
保
険
金
請
求
控
訴
事
件
（
σ
極
q
有
野
㍍
励
裂
彩
羅
移
蝦
め
切
秒
榔
臨
菊
謝
ヲ
翫

鍔
砒
騎
瀕
矧
細
難
」
．
毯
菊
蛋
協
魏
準
）
1
9

　
判
決
の
な
か
で
は
準
拠
法
確
定
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
が
、
控
訴
人
、
被
控
訴
人
の
主
張
中
、
被
控
訴
人
は
「
本
件
契
約
の
成
立
及
び
効
力
に
つ
い
て
、
当
事

者
は
日
本
の
法
律
に
よ
る
と
い
う
意
思
で
あ
つ
た
。
」
と
い
い
、
控
訴
人
は
「
本
件
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
は
日
本
法
が
適
用
さ
る
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る

が
、
」
と
い
つ
て
い
る
。

　
⑯
判
決
1
4
ー
上
出
⑯
に
同
じ
。

　
〔
判
旨
〕
　
「
本
件
売
買
契
約
は
日
本
国
内
で
締
結
さ
れ
た
こ
と
は
当
事
老
間
に
争
が
な
い
と
こ
ろ
、
原
告
に
お
い
て
右
契
約
の
効
力
に
つ
き
日
本
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
何
れ
の
法
令
に
依
る
べ
き
か
の
点
に
つ
い
て
別
段
の
定
め
を
し
た
と
の
主
張
立
証
が
な
い
か
ら
．
本
件
契
約
の
効
力
は
法
例
七
条
二
項
に
よ
り
行
為
地
法
で
あ
る



日
本
法
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
、
」

　
⑯
判
決
1
0
1
上
出
⑥
に
同
じ

　
〔
判
旨
〕
　
「
法
例
第
七
条
に
よ
り
そ
の
準
拠
法
を
定
む
べ
き
と
こ
ろ
、
契
約
当
時
原
、
被
告
間
に
お
い
て
準
拠
法
の
指
定
に
つ
き
、
特
段
の
明
示
の
意
思
が
な
さ

れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
は
、
当
時
者
間
に
争
が
な
い
．
」
「
原
告
は
、
本
件
訴
訟
開
始
後
原
、
被
告
共
に
日
本
の
実
体
法
に
基
い
て
攻
撃
防
禦
の
方
法
を
重
ね
て
来
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
訴
訟
開
始
と
同
時
に
原
、
被
告
間
に
お
い
て
日
本
法
に
依
る
べ
き
暗
黙
の
合
意
が
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
旨
主
張
す
る
が
、
被
告
が
…
・
－
、
実
体

関
係
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
主
張
事
実
（
日
本
法
に
基
く
請
求
権
の
発
生
要
件
事
実
）
を
全
部
否
認
し
、
そ
の
請
求
を
全
面
的
に
争
つ
て
い
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所
に

顕
著
な
事
実
で
あ
り
、
…
－
本
件
訴
訟
に
お
け
る
原
告
、
被
告
の
態
度
に
よ
り
、
準
拠
法
指
定
に
関
す
る
当
事
者
の
黙
示
的
意
思
の
存
在
を
推
定
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
」
．
「
右
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
に
よ
り
、
当
事
者
の
意
思
が
分
明
で
な
い
場
合
と
し
て
、
行
為
地
法
に
依
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
』

　
⑥
　
不
法
行
為
地

　
α
わ
判
決
1
0
1
上
出
㈹
に
同
じ
。

　
〔
判
旨
〕
　
「
法
例
第
＝
条
に
よ
れ
ば
、
そ
の
債
権
の
成
立
及
び
効
力
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
因
た
る
事
実
の
発
生
し
た
地
の
法
律
に
依
る
べ
き
と
こ
ろ
、
本
件

填
補
賠
償
請
求
権
の
発
生
し
た
地
・
－
が
、
何
処
の
地
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
何
等
主
張
、
立
証
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
．
即
ち
、
右
地
点
が
日
本
国
内

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
何
等
の
証
明
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
填
補
賠
償
請
求
に
つ
き
日
本
法
の
適
用
が
あ
る
と
す
る
原
告
の
主
張
は
、
そ
の
証
明
を
欠
く

も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

　
　
　
㊧
準
拠
外
国
法
の
主
張
、
立
証

　
⑬
判
決
2
ー
上
出
働
に
同
じ
。

　
〔
判
旨
〕
　
「
本
訴
並
び
に
反
訴
は
主
と
し
て
我
国
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
以
前
に
お
い
て
、
日
本
に
国
籍
を
有
す
る
原
、
被
告
双
方
が
朝
鮮
に
お
い
て
な

し
た
法
律
行
為
の
成
立
及
び
効
力
に
関
す
る
民
事
上
の
争
訟
で
あ
つ
て
、
法
律
行
為
の
成
立
の
当
時
に
お
い
て
朝
鮮
に
お
い
て
現
行
民
法
中
第
三
編
債
権
に
関
す
る

規
定
、
商
法
中
商
行
為
に
関
す
る
規
定
と
同
一
の
民
事
法
規
が
そ
れ
ぞ
れ
制
令
と
し
て
施
行
せ
ら
れ
、
又
明
治
四
十
四
年
三
月
法
律
第
三
十
号
に
依
り
貨
幣
法
が
同

　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
（
四
九
七
）



　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
（
四
九
八
）

地
に
施
行
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
当
裁
判
所
に
顕
著
な
事
実
で
あ
つ
て
、
共
通
法
の
廃
止
せ
ら
れ
た
結
果
適
用
す
べ
き
法
律
は
専
ら
法
例
第
七
条
に
依
り
定
む
べ
き

と
こ
ろ
、
」

　
⑬
昭
二
七
・
五
・
二
〇
名
古
屋
地
裁
半
田
支
部
判
決
、
昭
二
六
（
ワ
）
四
四
号
離
婚
請
求
事
件
（
」
撒
眠
鹸
花
蜷
胚
窮
舘
叱
淋
顯
慰
灘
鰍
遡
跨
ハ
お
磧
刮
橘
駆
雌

恥
）
ー
3

　
〔
判
旨
〕
　
「
原
、
被
告
は
何
れ
も
外
国
人
で
あ
る
か
ら
法
例
第
十
六
条
に
依
り
本
件
離
婚
の
準
拠
法
は
其
の
原
因
た
る
事
実
の
発
生
し
た
時
に
於
け
る
即
ち
本
件

に
於
て
は
被
告
が
原
告
を
遺
棄
し
た
時
に
於
け
る
夫
た
る
被
告
の
本
国
法
に
依
る
べ
き
も
の
で
あ
る
事
が
明
で
あ
る
が
、
本
件
離
婚
原
因
発
生
当
時
即
ち
昭
和
二
十

二
年
四
月
頃
の
朝
鮮
に
施
行
せ
ら
れ
て
居
た
法
令
の
内
容
は
原
告
の
明
に
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
ぽ
か
り
で
な
く
、
当
裁
判
所
に
於
て
調
査
す
る
も
之
を
明
確
に
し

得
な
い
か
ら
斯
る
場
合
は
日
本
の
法
令
に
依
り
其
の
原
因
の
有
無
を
判
断
す
る
を
相
当
と
す
る
．
」

　
㈲
判
決
5
1
上
出
⑥
に
同
じ
。

　
〔
判
旨
〕
　
大
韓
民
国
の
「
相
続
が
わ
が
国
の
領
有
当
時
の
ま
ま
旧
民
法
の
長
子
相
続
制
度
（
家
督
相
続
）
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
公
知
の
事
実
で
あ
る
か
ら
、
原

告
X
は
訴
外
人
の
長
女
と
し
て
、
右
賠
償
請
求
権
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
』
。

　
鋤
判
決
7
1
上
出
ω
に
同
じ
。

　
〔
判
旨
〕
　
中
華
民
国
「
民
法
第
一
〇
八
四
条
に
照
せ
ぽ
．
父
母
は
未
成
年
の
子
女
に
対
し
て
保
護
及
び
教
養
の
権
利
義
務
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の

で
．
本
訴
も
亦
、
控
訴
人
の
父
母
が
共
同
親
権
者
と
し
て
こ
れ
を
追
行
す
べ
き
で
あ
つ
た
」
。

　
⑳
判
決
1
0
1
上
出
⑥
に
同
じ
。

　
〔
判
旨
〕
　
判
決
は
、
原
告
の
第
二
次
請
求
に
つ
い
て
「
或
る
法
律
関
係
に
つ
き
、
適
用
さ
る
べ
き
準
拠
法
た
る
特
定
の
国
の
法
律
の
内
容
が
、
如
何
な
る
内
容
で

あ
る
か
は
、
訴
訟
当
事
者
の
主
張
立
証
を
ま
つ
こ
と
な
く
原
則
と
し
て
裁
判
所
が
職
権
を
以
て
調
査
す
べ
き
事
項
で
あ
る
が
、
（
即
ち
、
特
定
の
法
規
の
内
容
は
、
紛

争
解
決
の
尺
度
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
．
紛
争
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
）
こ
れ
に
対
し
．
或
る
法
律
関
係
に
つ
き
適
用
す
べ
き
準
拠
法
が
如
何
な
る
国
の
法
律
で
あ
る

か
は
、
単
に
民
事
紛
争
解
決
の
尺
度
の
間
題
で
あ
る
に
止
ら
ず
．
当
事
者
間
の
紛
争
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
（
即
ち
、
本
来
民
事
紛
争
の
対
象
と
な
る
べ
き
事



項
で
あ
る
。
）
準
拠
法
と
し
て
特
定
の
国
の
法
規
の
適
用
を
主
張
し
、
そ
の
法
規
の
適
用
に
よ
り
自
己
に
有
利
な
法
律
効
果
の
発
生
（
請
求
権
の
存
在
）
を
主
張
す
る

当
事
者
に
お
い
て
、
特
定
の
国
の
法
律
の
適
用
が
あ
る
こ
と
を
訴
訟
上
主
張
、
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
、
原
告
の
第

二
次
請
求
は
、
そ
の
前
提
事
実
（
填
補
賠
償
請
求
権
の
発
生
し
た
地
が
ど
こ
の
地
で
あ
る
か
）
に
つ
き
証
明
が
な
い
以
上
、
そ
の
余
の
判
断
を
経
る
こ
と
な
く
失
当
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

　
⑬
昭
三
七
・
一
・
二
二
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
判
決
、
昭
三
三
（
ワ
）
四
五
〇
号
家
賃
請
求
事
件
（
賭
誹
躯
睡
朗
喋
備
暁
で
解
撫
蝦
喋
き
謎
難
壬
諺
山
ハ
繭
順
嵐
輌
に

餌
）
1
1
1

　
〔
判
旨
〕
　
「
訴
外
人
は
大
韓
民
国
の
国
民
で
あ
つ
て
、
し
か
も
右
契
約
当
時
に
お
い
て
は
満
二
十
年
未
満
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
同
国
の
法
令
に
し
て
、
我

民
法
の
定
め
る
如
く
、
満
二
十
年
未
満
の
も
の
を
未
成
年
者
と
し
て
そ
の
法
律
行
為
能
力
を
制
限
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
制
限
の
限
度
は
ど
う
で
あ
る

の
か
、
ま
た
父
若
し
く
は
母
に
お
い
て
そ
の
法
定
代
理
人
と
し
て
代
理
行
為
を
な
し
得
る
と
す
れ
ぽ
、
こ
れ
が
行
使
は
単
独
に
よ
り
な
し
得
る
の
か
ま
た
は
共
同
し

て
の
み
こ
れ
を
な
し
得
る
の
か
に
つ
き
、
そ
の
法
規
は
当
裁
判
所
に
お
い
て
顕
著
で
な
く
、
従
つ
て
右
の
点
に
つ
い
て
は
原
告
に
お
い
て
自
ら
主
張
立
証
す
べ
き
責

あ
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
本
件
建
物
に
つ
い
て
の
売
買
契
約
当
事
者
に
関
し
て
も
．
訴
外
人
本
人
に
お
い
て
こ
れ
を
し
た
の
か
、
ま
た
は
そ
の
任
意
代

理
人
若
し
く
は
法
定
代
理
人
に
お
い
て
こ
れ
を
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
原
告
の
主
張
如
何
に
よ
つ
て
、
被
告
側
の
防
禦
方
法
も
自
ら
異
り
、
且
つ
、
右
が
そ
の
本
国

法
に
よ
り
有
効
で
あ
る
か
否
か
も
判
断
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
以
上
原
告
が
若
し
本
件
売
買
契
約
に
つ
き
代
理
人
に
よ
る
契
約
締
結
の
事
実
に
つ
い
て
も
判

断
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
ら
進
ん
で
か
か
る
点
に
つ
き
そ
の
主
張
並
に
立
証
を
尽
す
べ
き
責
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
．
」
と
し
て
、
判
決
は
、

こ
の
主
張
が
な
い
以
上
、
訴
外
人
本
人
が
売
主
と
し
て
契
約
を
締
結
し
た
と
い
う
主
張
以
上
に
出
ず
、
こ
の
事
実
は
証
拠
上
認
定
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

　
⑳
昭
三
七
・
四
・
六
大
阪
高
裁
判
決
、
昭
三
五
（
ネ
）
一
〇
八
三
号
損
害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
（
陳
僚
穂
靴
鰍
鰍
課
叢
雛
賦
胎
蹴
勢
一
驚
嚇
勲
一
多
コ
黛
殉
恥
に

雑
難
諸
叢
務
噴
筆
礪
認
）
ー
1
2

　
〔
判
旨
〕
　
「
商
法
第
二
三
条
に
よ
る
責
任
は
、
他
人
の
商
号
使
用
者
が
為
し
た
取
引
に
基
く
債
務
に
つ
い
て
の
右
商
号
使
用
許
諾
者
の
責
任
で
あ
る
か
ら
、
債
権

契
約
に
つ
い
て
の
補
充
責
任
の
問
題
と
し
て
、
純
然
た
る
法
定
債
権
と
は
異
り
、
契
約
準
拠
法
に
よ
る
べ
き
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
と
こ
ろ
、
本
件
運
送
契

　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
（
四
九
九
）



　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
（
五
〇
〇
）

約
の
準
拠
法
が
カ
ナ
ダ
法
で
あ
る
こ
と
は
控
訴
人
の
自
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
．
同
国
法
に
お
い
て
右
の
責
任
問
題
が
如
何
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
論
外
と

し
て
、
直
ち
に
日
本
商
法
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
控
訴
人
の
主
張
は
理
由
が
な
く
、
ま
た
右
カ
ナ
ダ
法
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
い
以
上
、
法
例
第
三
〇
条

の
適
用
も
問
題
と
な
ら
な
い
か
ら
、
右
の
理
由
に
よ
つ
て
も
控
訴
人
の
主
張
を
正
当
化
し
得
な
い
．
」

　
㈲
昭
三
八
・
二
・
二
七
東
京
高
裁
判
決
、
昭
三
六
（
ネ
）
二
三
四
二
号
行
政
行
為
無
効
確
認
請
求
控
訴
事
件
（
峨
削
コ
号
勤
蓼
鄭
膜
議
状
姫
r
瀟
敏
鰯
験

酩
毒
摺
鶉
霧
羨
認
拠
）
ー
1
5

　
〔
判
旨
〕
　
「
（
証
券
の
占
有
に
推
定
以
上
の
効
力
を
認
め
る
準
拠
法
の
規
定
あ
る
こ
と
は
控
訴
人
の
主
張
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
）
。
』

　
⑯
判
決
1
6
ー
上
出
αD
に
同
じ
。

　
〔
判
旨
〕
　
「
本
件
離
婚
請
求
は
、
夫
の
本
国
法
で
あ
る
中
華
民
国
の
法
律
に
よ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
同
国
の
離
婚
法
が
原
告
主
張
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
は
被
告
も

争
わ
な
い
で
、
同
国
に
は
実
定
法
と
し
て
原
告
主
張
ど
お
り
の
離
婚
法
規
が
存
す
る
も
の
と
認
定
で
き
る
。
こ
れ
に
反
す
る
証
拠
は
な
い
。
」

（
一
）
　
関
係
判
決
は
、
戦
前
に
も
重
要
な
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
が
（
た
と
え
ば
、
明
三
八
・
一
二
・
二
〇
大
審
院
民
二
判
決
、
明
三
八
（
オ
）
五
三
輔
号
）
、
こ
こ
で
は

戦
後
の
も
の
に
限
つ
た
。
次
に
本
文
に
掲
げ
て
い
る
判
決
を
一
覧
表
に
ま
と
め
て
、
索
引
の
用
に
充
て
る
．
な
お
、
評
釈
者
名
に
括
弧
の
あ
る
の
は
、
現
在
問
題
と
し
て

　
い
る
と
こ
ろ
を
評
釈
中
で
取
り
扱
つ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

引
用
番
号

　　　　　　判
　　　　　　決

87654321

判
決
年
月
日

「
栽
判
所
名

判
決
年
月
日
不
明

昭昭昭昭昭昭昭
34　34　32　32　31　27　26

1091261152
6392829206

一
本
文
で
の
掲
馨
号

東
京
地
裁

奈
良
地
裁

名
古
屋
地
裁
半
田
支
部

東
京
地
裁

大
阪
地
裁

福
岡
地
裁
小
倉
支
部

東
京
高
裁

神
戸
地
裁

〈8）（11）（2）（5）（13）（19）（12）（1）

　　　　（21）（6）（201　　（18）

評
　
釈
　
者
　
名

早蕨田秣土丸弓田

田　中脇井岡木中
芳竜㌻輝構正
1郎霧徹舌生雄次徹



16　15　14　13　12　11　10　9

昭昭昭昭昭昭昭昭
38　38　37　37　37　37　35　35

421144144
1327169622129

東
京
高
裁

大
阪
地
裁

福
岡
地
裁
小
倉
支
部

大
阪
高
裁

前
橋
地
裁
桐
生
支
部

大
阪
地
裁

東
京
高
裁

大
阪
地
裁

（11）（乃）（10）（4）（24）（お》（3》（141

（26）　（15）（9）　　“6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（箆）

佐村沢田

藤岡木中

哲二敬

夫郎郎徹

三
ッ
木
正
　
次

三
ッ
木
正
　
次

（
二
）
　
判
決
掲
載
誌
等
の
引
用
に
次
の
略
語
を
用
い
た
。

下
級
民
衆
持
下
級
裁
判
所
民
事
裁
判
例
集

　
家
裁
月
報
”
家
庭
裁
判
月
報

行
政
例
集
”
行
政
事
件
裁
判
例
集

　
国
私
例
集
”
国
際
私
法
関
係
事
件
裁
判
例
集

　
ジ
ュ
リ
”
ジ
ュ
リ
ス
ト

東
高
民
時
報
”
東
京
高
等
裁
判
所
（
民
事
）
判
決
時
報

　
時
報
”
判
例
時
報

　
タ
イ
ム
ズ
”
判
例
タ
イ
ム
ズ

　
不
法
行
為
下
級
民
集
昭
三
二
度
”
不
法
行
為
に
関
す
る
下
級
裁
判
所
民
事
裁
判
例
集
（
昭
和
三
十
二
年
度
）

（
三
）
　
判
旨
と
し
て
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
判
決
の
な
か
で
の
要
旨
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
現
在
取
り
扱
つ
て
い
る
問
題
に
関
連
す
る
範
囲
に
限
つ
て
い
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
の
判
決
に
対
す
る
判
例
研
究
を
中
心
と
し
て
学
説
を
紹
介
す
る
。

　
　
e
　
訴
訟
物
お
よ
び
事
件
の
渉
外
性
の
主
張

上
掲
の
い
ず
れ
の
判
決
も
、
訴
訟
物
の
問
題
を
そ
れ
と
し
て
意
識
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き

し
た
が
つ
て
そ
れ
ら
に
対
す
る
判
例

　
　
　
二
一
　
　
　
（
五
〇
一
）



　
　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
（
五
〇
二
）

研
究
も
判
決
批
判
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
学
問
上
の
問
題
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
田
中
徹
氏
判
決
1
ー
ω
の
研
究
確
認
訴
訟
の
訴
訟
物
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
一
定
の
実
体
法
上
の
権
利
な
い
し
法
律
関
係
と
は
解
し
な
い
．
そ
の
よ

う
に
解
す
る
こ
と
の
不
都
合
は
、
①
衝
突
法
上
、
単
一
の
権
利
な
い
し
法
律
関
係
も
単
位
法
律
関
係
に
分
解
さ
れ
て
準
拠
実
質
法
に
連
結
さ
れ
る
．
し
た
が
つ
て
、

一
定
の
実
体
法
上
の
権
利
な
い
し
法
律
関
係
と
呼
ん
で
も
単
に
名
前
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
②
確
認
判
決
確
定
後
、
他
の
準
拠
法
上
の
権
利
を
構
成
し
て
再
訴
し
た
場

合
、
前
判
決
は
一
定
の
実
体
法
上
の
権
利
関
係
を
確
定
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
他
の
実
体
法
上
の
権
利
を
主
張
す
る
後
訴
に
は
影
響
を
与
え
な
い
。
田
中
氏
は
以

上
の
考
察
か
ら
一
つ
の
提
案
を
さ
れ
、
法
例
上
の
概
念
と
し
て
の
一
定
の
法
律
関
係
を
想
定
し
、
こ
れ
を
渉
外
確
認
訴
訟
の
訴
訟
物
で
あ
る
と
考
え
よ
う
と
さ
れ

る
。　

判
決
6
ー
ω
の
研
究
給
付
訴
訟
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
当
事
者
の
性
質
決
定
お
よ
び
準
拠
法
の
主
張
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
．
し
た
が
つ
て
、
裁
判
所
が
そ
の

性
質
決
定
に
基
き
確
定
し
た
準
拠
法
が
原
告
主
張
の
そ
れ
と
異
つ
た
場
合
に
も
、
請
求
棄
却
と
は
な
ら
な
い
。
既
判
力
の
範
囲
も
一
定
の
準
拠
実
体
法
上
の
権
利
に

限
ら
れ
る
の
は
不
当
に
狭
い
。

　
　
沢
木
敬
郎
氏
　
判
決
1
0
f
⑥
の
研
究
判
決
で
は
原
告
の
主
張
す
る
請
求
の
各
々
に
つ
い
て
、
準
拠
法
を
決
定
し
、
そ
の
請
求
権
の
有
無
を
判
断
し
て
い
る

が
、
裁
判
所
は
抵
触
法
適
用
の
段
階
で
、
法
律
関
係
の
性
質
決
定
と
い
う
国
際
私
法
の
解
釈
技
術
に
よ
つ
て
、
単
一
の
抵
触
規
定
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

判
決
の
立
場
は
、
法
律
関
係
の
性
質
決
定
を
当
事
者
に
委
ね
た
の
と
同
一
の
結
果
を
招
来
す
る
．
沢
木
氏
は
、
判
決
が
原
告
の
第
二
次
請
求
に
つ
い
て
、
準
拠
法
如

何
を
紛
争
の
内
容
と
し
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
が
訴
訟
物
決
定
を
そ
の
よ
う
な
形
で
当
事
者
に
委
ね
て
い
る
と

い
う
意
味
で
あ
れ
ぽ
、
こ
こ
で
の
問
題
に
関
連
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
　
矢
ヶ
崎
高
康
氏
　
裁
判
所
の
面
前
に
出
て
く
る
渉
外
事
件
は
、
当
事
者
の
請
求
権
と
い
う
形
で
す
で
に
法
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
は

こ
れ
を
尊
重
し
、
こ
れ
を
出
発
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
事
実
に
照
ら
し
て
、
当
事
者
の
主
張
す
る
準
拠
法
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
た
請
求
権
が
首

尾
一
貫
し
て
い
る
か
否
か
を
審
理
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
三
）

　
　
三
浦
正
人
氏
　
三
浦
氏
は
、
抵
触
規
定
の
対
象
は
法
性
決
定
の
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
訴
訟
物
で
あ
る
乏
い
う
理
解
の
下
に
、
こ
の
よ
う
な
対
象
が
法



律
関
係
か
事
実
関
係
か
は
抵
触
規
定
の
在
り
方
に
よ
つ
て
異
つ
て
く
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
象
は
、
法
律
的
に
み
た
事
実
関
係
、
「
法
律
概
念
に
よ
つ
て
表

示
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
事
実
関
係
」
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
訴
訟
物
は
、
主
観
的
に
は
、
原
告
の
予
想
す
る
準
拠
法
に
基
く
権
利
で
あ
つ
て
も
、
裁
判
所
は
そ
の
性
質

決
定
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
．
訴
訟
物
は
、
特
定
の
実
質
法
か
ら
切
り
離
し
て
特
定
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
事
実
関
係
に
引
き
直
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
、
矢
ヶ
崎
氏
に
お
け
る
よ
う
な
意
味
で
の
請
求
棄
却
説
は
と
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
（
四
）

　
　
越
川
純
吉
氏
　
当
事
者
は
、
渉
外
生
活
関
係
に
発
生
し
た
権
利
も
し
く
は
法
律
関
係
1
そ
の
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
は
選
定
法
則
に
し
た
が
い
選
定
さ
れ

る
準
拠
法
上
の
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
の
主
張
で
あ
る
を
要
し
な
い
ー
を
主
張
す
れ
ば
よ
い
。
た
と
え
原
告
の
選
定
法
則
上
の
主
張
が
誤
つ
て
い
て
も
、
そ
れ
だ

け
で
講
求
棄
却
に
は
な
ら
な
い
。
た
だ
、
原
告
が
自
己
の
判
断
す
る
選
定
法
則
に
よ
る
準
拠
法
上
の
権
利
だ
け
を
主
張
し
て
い
る
場
合
、
裁
判
所
が
そ
れ
と
異
る
法

の
適
用
を
妥
当
と
す
る
な
ら
ば
．
請
求
棄
却
の
他
は
な
い
．
当
事
者
主
義
の
結
果
で
あ
る
．
越
川
氏
は
結
論
的
に
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
さ
れ
る
．
渉
外
訴
訟
事
件

の
訴
訟
物
は
、
渉
外
権
利
ま
た
は
渉
外
法
律
関
係
で
あ
る
．
渉
外
権
利
は
、
渉
外
実
体
法
（
事
項
法
と
選
定
法
と
を
含
む
）
上
の
関
係
で
あ
る
。

　
　
　
⇔
　
連
　
　
結
　
　
点

　
㈹
　
国
　
　
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
判
決
の
傾
向
は
、
当
事
者
の
国
籍
を
、
職
権
で
認
定
し
て
い
る
（
訴
訟
記
録
編
綴
の
書
類
に
よ
る
も
の
が
多
い
）
も
の
と
、
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

或
は
原
告
の
主
張
を
被
告
が
明
ら
か
に
争
わ
な
い
と
し
て
原
告
の
主
張
通
り
に
確
定
し
て
い
る
も
の
と
に
分
か
れ
る
．
判
例
研
究
は
、
主
に
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

者
の
場
合
を
取
り
上
げ
、
連
結
点
と
し
て
の
国
籍
に
ま
で
弁
論
主
義
が
及
ぶ
か
を
問
題
と
し
て
い
る
。

　
　
田
中
徹
氏
　
判
決
6
ー
⑥
の
研
究
　
国
籍
の
も
つ
意
味
と
し
て
、
ま
ず
、
事
件
の
渉
外
性
、
す
な
わ
ち
審
理
の
対
象
が
渉
外
法
律
関
係
で
あ
る
か
否
か

の
判
断
に
関
係
す
る
．
次
に
、
連
結
点
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
．
こ
の
両
者
に
つ
い
て
、
国
籍
の
確
定
は
弁
論
主
義
に
よ
る
の
か
職
権
探
知
主
義
に
よ
る
の
か
。
元

来
、
弁
論
主
義
の
妥
当
す
る
の
は
、
直
接
事
実
、
す
な
わ
ち
実
体
法
上
の
要
件
事
実
の
確
定
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
妥
当
範
囲
を
国
際
私
法
の
適

用
、
準
拠
法
の
確
定
に
つ
い
て
も
及
ぽ
す
べ
き
か
。
田
中
氏
は
以
上
の
よ
う
に
問
題
を
提
起
さ
れ
た
上
で
、
次
の
解
決
を
示
さ
れ
る
。
当
事
者
の
主
張
事
実
中
に
、

わ
が
国
国
際
私
法
上
連
結
点
と
な
り
う
る
要
素
に
つ
い
て
そ
れ
が
外
国
的
で
あ
る
旨
の
事
実
の
主
張
が
あ
り
、
そ
れ
が
当
事
者
の
提
出
し
た
証
拠
に
よ
つ
て
立
証
さ

　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
五
〇
三
）



　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
へ
五
〇
四
）

れ
た
場
合
に
は
国
際
私
法
の
適
用
が
考
え
ら
れ
る
．
そ
し
て
、
当
事
者
の
主
張
．
立
証
に
よ
つ
て
連
結
点
た
る
事
実
ま
た
は
概
念
を
確
定
し
準
拠
法
を
決
定
す
る
．

こ
の
よ
う
に
弁
論
主
義
の
妥
当
範
囲
を
準
拠
法
の
確
定
に
つ
い
て
も
及
ぽ
す
こ
と
が
、
現
在
の
弁
論
主
義
の
訴
訟
制
度
と
調
和
す
る
。

　
　
早
田
芳
郎
氏
　
判
決
8
ー
⑧
の
研
究
　
自
白
な
い
し
擬
制
自
白
の
対
象
と
な
る
の
は
実
体
法
上
の
法
律
効
果
の
判
断
に
直
接
必
要
な
事
実
に
原
則
と
し
て

限
ら
れ
、
法
規
の
解
釈
適
用
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
．
と
こ
ろ
で
、
国
籍
の
確
定
は
実
体
法
上
の
法
律
効
果
の
判
断
の
た
め
の
要
件
事
実
で
は
な
く
、
抵
触
法

上
の
法
律
効
果
、
す
な
わ
ち
準
拠
法
の
確
定
の
た
め
の
要
件
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
抵
触
法
上
の
段
階
は
、
実
体
法
上
で
い
う
法
規
の
探
索
と
事
実
の
認
定
の
分
け

方
か
ら
い
え
ぽ
、
法
規
の
探
索
の
過
程
の
一
部
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
弁
論
主
義
の
働
く
余
地
は
な
く
（
職
権
探
知
主
義
に
よ
る
）
、
自

白
の
拘
束
力
は
排
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
八
）

　
　
越
川
純
吉
氏
　
連
結
点
が
単
純
な
事
実
問
題
と
同
一
視
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
事
柄
を
お
お
ま
か
に
法
規
の
探
索
と
事
実
の
認
定
と
に
分
け
て
、

法
規
に
つ
い
て
は
職
権
探
知
と
割
り
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
訴
訟
制
度
と
し
て
法
規
も
証
明
す
べ
き
だ
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
連
結
点
に
つ
い
て
自
白

を
認
め
る
べ
き
だ
と
い
う
論
も
立
と
う
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
越
川
氏
は
、
連
結
点
を
構
成
す
る
事
実
に
つ
い
て
事
実
の
自
白
を
認
め
て
よ
い
と
さ
れ
る
。

　
⑧
　
契
約
準
拠
法
の
合
意

　
契
約
準
拠
法
に
つ
い
て
、
裁
判
上
口
頭
弁
論
期
日
に
合
意
が
あ
つ
た
と
し
て
そ
れ
を
準
拠
法
と
す
る
も
の
、
準
拠
法
の
定
め
に
つ
い
て
当
事
者

の
主
張
、
立
証
が
な
い
と
し
て
行
為
地
法
を
準
拠
法
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
判
決
の
い
う
裁
判
上
の
合
意
が
い
か
な
る
意
味
を

も
つ
か
（
法
例
七
条
一
項
の
合
意
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
は
別
の
実
体
法
上
の
問
題
と
し
て
理
解
す
る
か
）
、
準
拠
法
の
合
意
に
つ
い
て
当
事
者
の
主

張
、
立
証
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
問
題
に
し
え
な
い
の
か
が
、
判
例
研
究
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
。

　
　
三
ッ
木
正
次
氏
　
判
決
2
ー
㈱
の
研
究
　
三
ツ
木
氏
は
、
口
頭
弁
論
期
日
に
お
け
る
準
拠
法
の
合
意
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
さ
れ
る
．
①
明
示

の
当
事
者
指
定
と
は
な
し
え
な
い
。
契
約
当
事
者
が
訴
訟
当
事
者
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
い
わ
ゆ
る
黙
示
な
い
し
推
定
意
思
探
求
の
一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
の
意
味

が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
②
法
例
七
条
一
項
と
離
れ
て
、
訴
訟
上
の
合
意
と
考
え
る
。
こ
の
合
意
に
よ
つ
て
、
裁
判
所
は
当
該
訴
訟
に
関
す
る
限
り
他
の
準
拠
法
を
適

用
し
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
合
意
を
認
め
る
障
害
は
な
い
。
訴
訟
法
の
立
場
か
ら
は
手
続
形
成
的
効
果
を
生
ず
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
効
果
を
直
接



の
目
的
と
す
る
い
わ
ゆ
る
訴
訟
上
の
合
意
で
は
な
い
・
し
か
し
、
（
形
式
上
）
法
の
認
め
な
い
訴
訟
契
約
で
あ
つ
て
も
強
行
規
定
に
違
背
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、

こ
の
よ
う
な
合
意
も
認
め
て
よ
い
。

　
判
決
1
4
1
⑯
の
研
究
　
三
ッ
木
氏
は
そ
の
解
決
を
示
す
こ
と
な
し
に
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
し
て
お
ら
れ
る
．
準
拠
法
確
定
の
前
提
た
る
事
実
に
つ
い

て
の
弁
論
主
義
お
よ
び
職
権
探
知
主
義
の
妥
当
性
如
何
．
そ
の
立
場
如
何
に
よ
つ
て
は
、
判
決
で
い
う
準
拠
法
に
つ
い
て
「
別
段
の
定
め
を
し
た
と
の
主
張
立
証
が

な
い
」
と
い
う
行
文
も
問
題
と
さ
れ
よ
う
し
（
主
張
・
立
証
が
な
け
れ
ば
認
定
で
き
な
い
の
か
）
、
行
為
地
に
つ
い
て
「
目
本
国
内
で
締
結
さ
れ
た
こ
と
は
当
事
者
間
に

争
が
な
い
」
限
り
こ
れ
に
反
す
る
認
定
が
さ
れ
え
な
い
か
も
議
論
の
対
象
と
な
ろ
う
。

　
　
土
井
輝
生
氏
　
判
決
4
1
⑬
の
研
究
　
法
例
七
条
一
項
に
い
う
当
事
者
に
よ
る
契
約
準
拠
法
の
指
定
は
、
本
来
契
約
の
締
結
時
に
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、

裁
判
時
に
な
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
な
い
。
準
拠
法
に
つ
い
て
の
裁
判
上
の
合
意
は
、
当
事
者
の
意
思
探
求
に
当
た
つ
て
の
考
慮
す
べ
き
一
要
素
と
み
る
べ
ぎ

で
、
裁
判
所
は
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
判
決
は
裁
判
上
の
合
意
と
す
る
が
、
こ
れ
は
訴
訟
上
の
効
果
を
生
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

い
わ
ゆ
る
訴
訟
契
約
と
も
異
る
。
土
井
氏
は
一
つ
の
提
案
と
し
て
、
訴
訟
時
の
合
意
は
、
裁
判
所
が
こ
れ
に
し
た
が
う
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
遡
っ
て

契
約
締
結
時
か
ら
そ
の
法
が
準
拠
法
で
あ
つ
た
と
擬
制
し
て
適
用
す
る
と
い
う
論
理
的
操
作
に
よ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
（
い
つ
で
も
訴
訟
上
の
合
意
を
認
め
る
と
す
れ

ば
、
契
約
締
結
後
第
三
者
が
権
利
義
務
を
承
継
し
た
と
き
に
、
契
約
当
事
者
で
な
い
承
継
者
が
準
拠
法
に
つ
い
て
合
意
を
な
す
こ
と
を
認
め
る
結
果
と
な
つ
て
不
都
合
で
あ
る
）

と
さ
れ
る
。

　
　
田
中
徹
氏
　
判
決
9
1
⑯
の
研
究
　
弁
論
主
義
対
職
権
探
知
主
義
に
つ
い
て
、
事
実
の
確
定
に
関
し
て
で
あ
れ
ぽ
す
べ
て
の
事
実
に
つ
い
て
そ
の
主
張
も

立
証
も
弁
論
主
義
に
よ
り
、
法
規
の
探
索
に
関
し
て
で
あ
れ
ぽ
そ
こ
に
含
ま
れ
る
事
実
に
つ
い
て
も
職
権
探
知
主
義
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
合
目
的
見
地
に
立
つ
て
解
決
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
で
は
、
連
結
点
た
る
事
実
の
確
定
の
た
め
に
は
ど
う
か
．
田
中
氏
は
次
の
よ
う
な
解
決
を
示
さ
れ
る
。
連
結

点
た
る
具
体
的
事
実
は
、
争
い
の
対
象
た
る
権
利
関
係
の
存
在
を
基
礎
づ
け
る
事
実
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
認
定
の
た
め
の
証
拠
蒐
集
に
つ
い
て
裁
判
所
が
職
権
探
知

を
も
つ
て
介
入
す
る
こ
と
は
争
い
あ
る
権
利
関
係
に
つ
い
て
と
ら
れ
る
弁
論
主
義
と
の
不
調
和
を
免
れ
な
い
。
そ
こ
で
連
結
点
た
る
具
体
的
事
実
に
つ
い
て
、
裁
判

所
は
、
当
事
者
の
提
出
し
た
証
拠
に
基
い
て
認
定
を
行
う
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
当
事
者
の
争
い
の
な
い
陳
述
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
こ
れ
を
妨
げ
る
証
拠
の
な
い
限

り
で
こ
れ
に
し
た
が
う
べ
き
も
の
で
、
丁
度
間
接
事
実
に
つ
い
て
の
取
扱
い
に
似
て
い
る
．
ま
た
、
証
拠
上
連
結
点
た
る
事
実
が
確
定
で
き
な
い
と
き
に
（
職
権
探

　
　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
（
五
〇
五
）



　
　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　
（
五
〇
六
）

知
王
義
を
と
つ
て
も
同
じ
事
態
は
生
℃
う
る
）
、
請
求
を
棄
却
し
、
抗
弁
を
認
め
て
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
．
田
中
氏
は
こ
の
判
例
研
究

に
お
い
て
、
判
決
6
1
⑥
の
研
究
に
つ
い
て
の
態
度
を
変
更
し
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
九
）

　
　
越
川
純
吉
氏
　
準
拠
法
の
合
意
は
、
連
結
点
を
構
成
す
る
事
実
に
つ
い
て
の
主
張
の
一
致
と
し
て
は
有
効
で
あ
る
が
、
選
定
法
則
と
し
て
裁
判
官
を
拘
束
す

る
判
断
法
則
を
変
更
す
る
力
は
な
い
。

　
⑥
　
不
法
行
為
地

　
　
沢
木
敬
郎
氏
　
判
決
1
0
1
α
わ
の
研
究
　
法
例
は
、
紛
争
解
決
の
尺
度
と
な
る
べ
き
法
規
を
決
定
す
る
た
め
の
法
規
で
あ
り
、
そ
の
適
用
解
釈
は
当
事
者
の

処
分
に
委
ね
る
べ
ぎ
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
と
の
関
連
で
、
連
結
点
決
定
の
た
め
の
事
実
は
、
裁
判
所
が
法
例
適
用
上
の
前
提
と
し
て
職
権
で
調
査
す
べ
き

で
あ
り
、
弁
論
主
義
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
当
事
者
に
よ
る
連
結
点
の
主
張
、
立
証
の
な
い
場
合
で
も
、
裁
判
所
は
、
そ
の
決
定
の
た
め
に
必
要
な
資
料
の
提
出
を

当
事
者
に
求
め
、
そ
れ
に
基
い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
㊧
準
拠
外
国
法
の
主
張
、
立
証

　
判
決
の
な
か
に
は
、
当
事
者
の
主
張
な
し
に
外
国
法
を
準
拠
法
と
し
て
適
用
し
て
い
る
も
の
、
さ
ら
に
そ
の
な
か
で
も
、
適
用
に
当
た
つ
て
準

拠
外
国
法
の
内
容
を
公
知
の
事
実
と
し
て
い
る
も
の
、
原
告
主
張
の
内
容
に
つ
い
て
被
告
が
争
わ
ず
ま
た
反
対
の
証
拠
も
な
い
と
し
て
い
る
も
の

が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
準
拠
外
国
法
に
つ
い
て
当
事
者
の
主
張
お
よ
び
そ
の
内
容
の
立
証
を
要
す
る
と
す
る
も
の
、
ま
た
準
拠
外
国
法
如
何
の

問
題
と
外
国
法
の
内
容
の
問
題
と
を
分
け
、
後
者
は
職
権
で
探
知
す
べ
き
で
あ
る
が
、
前
者
は
紛
争
の
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
当
事
者
の

主
張
、
立
証
に
ま
つ
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
丸
岡
松
雄
氏
　
判
決
3
1
㈹
の
研
究
　
丸
岡
氏
は
次
の
よ
う
な
間
題
提
起
の
後
、
も
つ
ば
ら
比
較
法
的
考
察
を
さ
れ
る
．
外
国
法
の
内
容
が
不
明
で
あ
る

と
き
、
裁
判
所
は
調
査
の
義
務
を
負
う
か
、
ま
た
こ
の
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
国
法
の
内
容
が
な
お
不
明
の
と
き
如
何
な
る
解
決
が
と
ら
れ
る
べ
き
か
．

　
　
沢
木
敬
郎
氏
　
判
決
1
Q
ー
⑳
の
研
究
　
職
権
調
査
事
項
か
否
か
と
い
う
点
で
は
、
準
拠
外
国
法
如
何
の
問
題
と
そ
の
内
容
如
何
の
間
題
と
は
区
別
し
え
な
い
。



連
結
点
に
よ
つ
て
指
定
さ
れ
た
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
法
例
適
用
の
問
題
で
あ
り
、
義
務
的
な
も
の
で
あ
つ
て
、
当
事
者
の
処
分
に
委
ね
え
な
い
．

　
　
村
岡
二
郎
氏
　
判
決
n
I
⑬
の
研
究
　
村
岡
氏
は
、
ま
ず
、
判
決
が
「
国
際
私
法
上
外
国
法
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
場
合
で
あ
つ
て
も
、
当
事
者
の
主
張

が
な
い
以
上
、
そ
の
外
国
法
を
適
用
す
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
、
当
事
者
が
そ
れ
を
主
張
し
て
も
、
そ
の
外
国
法
の
内
容
が
当
事
者
に
よ
つ
て
証
明
さ
れ
な
い
限
り

ー
そ
れ
が
裁
判
所
に
顕
著
で
あ
る
場
合
は
別
と
し
て
ー
そ
の
外
国
法
を
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
．
」
と
い
う
の
は
、
外
国
法
の
適
用
に
つ
い
て
弁
論
主
義
の
支
配

を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
．
村
岡
氏
は
、
こ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
解
決
の
方
向
を
示
さ
れ
る
．
弁
論
主
義
は
法
の
適
用
に
は
及
ば
な
い
．
外
国

法
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
方
法
で
調
査
、
証
明
を
要
す
る
こ
と
が
多
い
．
し
か
し
、
こ
の
調
査
、
証
明
の
方
法
は
当
事
者
の
立
証
に
限
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
外
国
法
の

内
容
を
確
知
し
え
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
判
決
の
よ
う
に
、
事
実
に
関
す
る
立
証
責
任
の
分
配
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
は
不
当
で
あ
る
．

　
　
佐
藤
哲
夫
氏
　
判
決
1
2
1
㈲
の
研
究
　
佐
藤
氏
は
評
釈
の
な
か
で
間
接
的
な
意
見
と
し
て
、
次
の
よ
5
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
．
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
援

用
如
何
に
拘
わ
ら
ず
、
国
際
私
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
す
る
外
国
（
実
質
）
法
を
適
用
す
べ
き
で
あ
り
、
当
事
者
の
証
明
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
そ
の
外
国
法
の
内

容
を
調
査
す
べ
く
、
遂
に
内
容
の
知
り
え
な
い
外
国
法
は
た
だ
条
理
に
よ
つ
て
こ
れ
を
補
充
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
い
な
い
。

　
　
三
ッ
木
正
次
氏
　
判
決
焉
1
㈲
の
研
究
　
三
ッ
木
氏
は
問
題
点
と
し
て
次
の
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
る
．
判
決
が
「
証
券
の
占
有
に
推
定
以
上
の
効
力
を
認
め

る
準
拠
法
の
規
定
あ
る
こ
と
は
控
訴
人
の
主
張
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
準
拠
法
如
何
に
つ
い
て
の
主
張
か
、
準
拠
法
の
内
容
に
つ
い

て
の
主
張
か
が
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
証
券
或
は
そ
の
写
し
が
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
て
お
り
そ
の
な
か
に
準
拠
法
に
つ
い
て
の
定
め
が
あ
つ
て
も
、
こ
れ
を
採

用
で
ぎ
な
い
か
。

　
　
　
　
　
（
一
〇
）

　
　
越
川
純
吉
氏
　
外
国
法
は
法
で
あ
つ
て
、
し
か
も
訴
訟
制
度
と
し
て
外
国
法
の
主
張
、
立
証
責
任
を
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
．
外
国
法
は
法
で
あ
る
か
ら
、

裁
判
官
が
訴
訟
外
で
外
国
法
を
知
つ
て
い
る
と
き
は
、
証
拠
を
用
い
な
い
で
そ
の
私
知
を
利
用
で
き
る
．
ま
た
主
張
し
立
証
し
て
も
外
国
法
が
明
ら
か
で
な
い
場
合

は
、
法
の
欠
歓
の
場
合
と
し
て
条
理
に
よ
つ
て
法
を
宣
言
す
べ
き
で
あ
り
、
事
実
の
場
合
に
、
立
証
で
き
な
い
と
ぎ
は
．
そ
の
事
実
に
基
く
請
求
が
棄
却
さ
れ
る
の

と
異
る
。

　
（
一
）
　
判
例
研
究
は
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
掲
載
の
「
渉
外
判
例
研
究
」
で
あ
る
。
前
出
の
判
決
引
用
に
お
け
る
末
尾
の
文
献
を
参
照
。

　
（
二
）
矢
ヶ
崎
・
前
掲
二
三
七
頁
以
下
．

　
　
　
　
函
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
（
五
〇
七
）



　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
五
〇
八
）

（
三
）
　
三
浦
・
前
掲
一
五
三
頁
以
下
。

（
四
）
　
越
川
・
前
掲
一
七
二
－
三
頁
。

（
五
）
　
当
事
者
が
任
意
に
提
出
し
た
書
類
の
う
ち
に
、
当
事
者
の
国
籍
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
場
合
に
は
、
国
籍
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ

　る

の
で
あ
ろ
う
か
。

（
六
）
　
或
は
判
決
を
身
分
事
件
に
関
す
る
も
の
と
財
産
事
件
に
関
す
る
も
の
と
に
分
け
て
、
こ
の
点
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

（
七
）
　
当
事
者
の
国
籍
を
知
る
と
い
う
意
味
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
職
権
調
査
主
義
対
処
分
権
主
義
の
対
立
の
範
囲
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
職
権
探
知
主
義
対
弁
論

　
主
義
の
対
立
の
範
囲
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
か
が
、
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
八
）
　
越
川
・
前
掲
一
八
一
頁
。

（
九
）
　
越
川
・
前
掲
一
八
○
頁
。

（
一
〇
）
　
越
川
・
前
掲
一
八
三
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
前
章
に
掲
げ
た
判
決
お
よ
び
学
説
に
素
材
を
求
め
な
が
ら
、
O
訴
訟
物
お
よ
び
事
件
の
渉
外
性
の
主
張
、
口
連
結
点
、
白
準
拠
外
国
法
の
主

張
、
立
証
に
つ
い
て
、
以
下
順
次
に
、
考
え
ら
れ
る
間
題
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
e
　
訴
訟
物
お
よ
び
事
件
の
渉
外
性
の
主
張

　
国
際
私
法
学
に
お
い
て
渉
外
事
件
の
訴
訟
物
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
ま
だ
意
識
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
と
き
に
、
さ
ら

に
訴
訟
物
一
般
に
つ
い
て
訴
訟
物
旧
説
に
対
す
る
新
説
の
対
立
が
喧
伝
さ
れ
て
、
議
論
が
紛
糾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
或
る
者
は
、
訴
訟

物
は
、
渉
外
事
件
に
お
い
て
も
一
般
の
訴
訟
事
件
と
同
様
に
、
特
定
の
権
利
も
し
く
は
法
律
関
係
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
そ
の

よ
う
に
理
解
す
る
と
す
れ
ば
、
訴
訟
物
に
は
特
定
の
法
秩
序
が
前
提
と
な
つ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
渉
外
事
件
で
は
、
衝
突
法
の
段
階
を
経

て
は
じ
め
て
い
か
な
る
法
秩
序
が
準
拠
法
と
な
る
か
が
分
か
る
の
で
あ
る
か
ら
、
矛
盾
が
生
ず
る
と
非
難
す
る
．
そ
し
て
、
或
る
者
は
、
訴
訟
物

は
、
渉
外
事
件
に
お
い
て
と
く
に
、
或
は
一
般
の
訴
訟
事
件
に
お
け
る
と
同
様
に
、
原
告
の
事
実
的
な
要
求
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
他
の
者
は
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

渉
外
事
件
の
訴
訟
物
は
国
際
私
法
上
の
法
律
関
係
で
あ
る
と
す
る
。

　
私
の
現
在
の
未
確
定
な
思
考
の
方
向
だ
け
を
示
す
な
ら
ば
、
ま
ず
、
訴
訟
物
は
、
渉
外
事
件
に
お
い
て
も
一
般
の
訴
訟
事
件
に
お
い
て
も
．
全

く
同
様
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
渉
外
事
件
に
お
い
て
は
、
訴
訟
物
は
衝
突
法
の
段
階
と
実
質
法
の
段
階
と
で
二
重
の
性
質
決
定
を

受
け
る
た
め
、
一
見
、
渉
外
事
件
の
訴
訟
物
に
特
殊
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
外
見
に
す
ぎ
な
い
。
次
に
、
一
般
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

訴
訟
事
件
と
共
通
に
考
え
て
、
訴
訟
物
は
、
特
定
の
権
利
も
し
く
は
法
律
関
係
で
あ
る
．
い
わ
ゆ
る
旧
説
の
立
場
に
立
つ
．
何
故
こ
の
よ
う
な
見

解
に
立
つ
か
と
い
え
ば
、
訴
訟
手
続
は
紛
争
の
法
的
解
決
の
手
続
で
あ
り
、
判
決
は
法
の
判
断
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
法
判
断
の
下
さ
れ
る
対

象
が
訴
訟
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
対
象
は
法
的
な
評
価
を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
法
的
解
決
は
、
単
に
或
る
事
実

の
存
否
が
疑
問
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
確
定
す
れ
ば
終
わ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
解
決
を
求
め
る
訴
に
お
い
て
、
請
求
は
単

な
る
事
実
の
羅
列
で
は
足
り
ず
、
ど
の
よ
う
な
方
向
で
法
の
判
断
が
行
わ
れ
る
べ
き
か
の
法
的
主
張
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
さ
ら
に
、

訴
訟
物
は
、
既
判
力
の
客
観
的
範
囲
と
の
関
係
で
も
、
何
に
つ
い
て
判
決
が
下
さ
れ
た
の
か
が
確
定
さ
れ
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
こ
の
意
味
の
特
定
の
方
法
と
し
て
は
、
或
る
法
の
上
の
権
利
も
し
く
は
法
律
関
係
と
し
て
特
定
さ
れ
る
他
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

に
訴
訟
物
を
解
す
る
こ
と
は
、
原
告
の
主
張
そ
の
も
の
が
特
定
の
法
秩
序
に
基
く
特
定
の
権
利
も
し
く
は
法
律
関
係
の
存
否
の
主
張
と
し
て
構
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
原
告
の
主
張
は
具
体
的
な
事
実
関
係
の
存
否
の
主
張
（
但
し
、
法
的
な
意
味
を
も
つ
た
、
法

的
紛
争
を
提
示
す
る
よ
う
な
）
で
あ
つ
て
差
し
支
え
な
く
、
こ
れ
を
中
心
に
法
的
評
価
が
重
ね
ら
れ
て
訴
訟
物
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ

て
、
渉
外
事
件
に
お
い
て
訴
訟
物
旧
説
に
向
け
ら
れ
る
批
判
、
す
な
わ
ち
、
衝
突
法
の
段
階
を
経
な
け
れ
ば
特
定
の
準
拠
法
が
定
ま
ら
な
い
か

ら
、
訴
訟
物
は
そ
れ
ま
で
確
定
し
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
は
、
実
は
批
判
と
は
な
ら
な
い
．
何
故
な
ら
ば
、
訴
訟
物
は
は
じ
め
か
ら
確
定

し
た
形
で
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
訴
訟
の
発
展
と
と
も
に
形
成
さ
れ
、
事
件
が
判
決
に
熟
す
る
と
考
え
ら
れ
る
段
階
で
訴
訟
物
も
ま
た
完

成
す
る
か
ら
で
あ
る
．
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
紛
争
は
、
そ
の
根
本
に
お
い
て
、
訴
訟
物
は
は
じ
め
か
ら
固
定
し
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
の
点

　
　
　
飼
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
老
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
五
〇
九
）



　
　
　
国
際
民
事
訴
訟
に
お
げ
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
（
五
一
Q
）

に
つ
い
て
の
考
え
方
の
相
違
に
基
く
。
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
と
裁
判
所
の
役
割
に
つ
い
て
、
前
者
は
事
実
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
老
は

法
の
判
断
を
下
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
ま
た
訴
訟
物
は
当
事
者
が
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
或
る
者
は
、
訴
訟
物
を
事

実
関
係
そ
の
も
の
と
み
る
。
し
か
し
、
訴
訟
物
は
当
事
者
に
よ
つ
て
提
示
さ
れ
た
形
で
そ
の
ま
ま
固
定
し
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
く
、
事
実
的
に

も
ま
た
法
的
評
価
を
経
る
と
い
う
点
で
も
、
訴
訟
の
過
程
に
応
じ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
訴
訟
の
対
象
を
定
め
る
力
は
確

か
に
当
事
者
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
当
事
者
の
意
思
が
生
ま
の
形
で
妥
当
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
法
的
評
価
を
経
て
法
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と

し
て
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
み
て
き
た
一
般
的
な
場
合
に
対
し
．
原
告
の
請
求
が
特
別
な
形
で
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
国
内
訴
訟
事
件
に
お
い
て
も
、
訴
訟
物
に

つ
い
て
は
特
別
に
、
そ
の
法
的
評
価
、
性
質
決
定
に
つ
い
て
も
、
当
事
者
が
意
思
を
表
明
し
て
い
る
（
そ
れ
だ
け
に
限
定
し
て
）
場
合
に
は
、
裁
判

所
は
そ
の
意
思
決
定
に
拘
束
さ
れ
る
。
渉
外
事
件
に
お
い
て
も
こ
れ
と
同
様
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ぽ
、
原
告
妻
が
死
亡
し
た
夫
の
遺

産
に
つ
い
て
夫
婦
財
産
制
上
の
権
利
を
請
求
し
て
い
る
と
き
に
、
裁
判
所
は
夫
婦
財
産
制
上
の
権
利
は
認
め
ら
れ
な
い
が
相
続
権
は
認
め
ら
れ
る

と
し
て
、
請
求
認
容
の
判
決
を
下
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
渉
外
事
件
に
お
い
て
は
、
原
告
が
特
定
の
法
秩
序
に
お
け
る
夫
婦
財
産
制

上
の
権
利
を
請
求
し
て
い
る
と
き
に
、
特
定
の
法
秩
序
に
お
け
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
当
事
者
の
主
張
は
裁
判
所
を
拘
束
す
る
か
。
疑
問
は

あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
訴
訟
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
的
評
価
に
関
し
て
ま
で
、
当
事
者
の
意
思
が
裁
判
所

を
拘
束
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
法
的
評
価
の
基
準
と
な
る
準
拠
法
に
つ
い
て
ま
で
（
夫
婦
財
産
制
上
の
権
利
と
い
つ
て
も
法
が
変
わ
る
に
し
た
が
つ
て
そ

れ
ぞ
れ
個
性
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
定
の
準
拠
法
上
と
い
う
の
は
ま
さ
に
こ
の
法
的
評
価
に
基
準
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
）
当
事
者
の
意
思
が
裁
判
所
を
拘
束
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
当
事
者
に
準
拠
法
指
定
の
効
果
を
与
え
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
（
法
例
七
条
一
項
の
場
合
を
除
い
て
）
、

裁
判
所
が
独
自
の
連
結
を
な
し
て
決
定
し
た
準
拠
法
と
当
事
者
の
主
張
す
る
そ
れ
と
が
異
る
と
き
は
、
請
求
棄
却
の
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
問
題
に
な
る
の
は
、
ど
の
範
囲
で
既
判
力
が
生
じ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
判
決
が
特
定
の
準
拠
法
上
の
権
利



も
し
く
は
法
津
関
係
の
存
否
に
ウ
い
て
だ
け
判
断
し
た
と
考
え
れ
ば
、
次
に
同
じ
具
体
的
な
事
実
に
基
い
て
適
用
ざ
れ
る
べ
ぎ
準
拠
法
を
指
示
し

な
い
で
訴
を
提
起
し
請
求
を
行
つ
た
と
き
に
は
、
こ
の
請
求
に
つ
ぎ
全
面
的
に
は
既
判
力
は
及
ば
ず
、
後
訴
に
つ
き
請
求
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
ろ
う
。

　
　
　
⇔
　
連
　
　
結
　
　
点

　
ま
ず
、
法
例
の
規
定
の
な
か
で
、
連
結
点
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
た
と
え
ば
、

　
ω
国
籍
　
①
「
本
国
法
二
依
リ
テ
之
ヲ
定
ム
」
（
法
例
三
1
．
一
三
－
本
、
一
九
1
、
二
輔
、
一
三
）
、
②
「
本
国
法
二
依
リ
」
（
四
－
前
．
五
）
．
③
「
本
国

法
二
依
ル
」
（
一
四
．
一
五
、
一
六
本
．
一
八
n
、
一
丸
u
、
二
〇
．
二
三
1
、
二
四
、
二
五
、
二
六
）
、
④
「
属
シ
タ
ル
国
ノ
法
律
二
依
リ
テ
之
ヲ
定
ム
」

（
一
七
）
、
⑤
「
属
ス
ル
国
ノ
法
律
二
依
リ
テ
之
ヲ
定
」
め
る
（
一
八
1
）
。

　
㈲
「
当
事
者
ノ
意
思
二
従
ヒ
其
何
レ
ノ
国
ノ
法
律
二
依
ル
ヘ
キ
カ
ヲ
定
ム
」
（
七
1
）
。

　
⑥
「
其
原
因
タ
ル
事
実
ノ
発
生
シ
タ
ル
地
ノ
法
律
二
依
ル
」
（
コ
ー
）
が
あ
る
。

　
次
に
、
連
結
点
は
、
法
例
の
規
定
の
な
か
で
、
形
式
的
に
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
を
み
よ
う
．
た
と
え
ば
、
法
例
三
条
一
項
「
人
ノ
能

力
ハ
其
本
国
法
二
依
リ
テ
之
ヲ
定
ム
」
と
い
う
条
文
は
、
或
る
事
実
が
人
の
能
力
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
”
法
律
要
件
↓
法
例
三
条
を
適

用
し
て
↓
そ
の
人
の
本
国
法
に
よ
つ
て
こ
れ
を
決
す
べ
き
で
あ
る
H
法
律
効
果
（
法
律
要
件
事
実
膵
小
前
提
、
法
例
三
条
“
大
前
提
に
よ
り
、
法
律
効
果
”

断
定
を
う
る
）
と
い
う
形
式
的
な
意
味
を
も
つ
（
同
様
に
、
七
条
一
項
「
法
律
行
為
ノ
成
立
及
ヒ
効
力
二
付
テ
ハ
当
事
者
ノ
意
思
二
従
ヒ
何
レ
ノ
国
ノ
法
律
二
依
ル
ヘ
キ

カ
ヲ
定
ム
」
に
お
い
て
は
、
或
る
事
実
が
法
律
行
為
の
成
立
お
よ
び
効
力
に
関
す
る
な
ら
ば
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
る
法
律
が
準
拠
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
と

い
う
意
味
を
も
っ
）
。
し
た
が
つ
て
、
形
式
的
に
は
連
結
点
は
法
律
効
果
の
な
か
に
位
置
を
占
め
る
。
こ
れ
に
対
し
、
実
質
法
規
定
、
た
と
え
ば
民

法
九
五
条
本
文
「
意
思
表
示
ハ
法
律
行
為
ノ
要
素
二
錯
誤
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
無
効
ト
ス
」
に
お
い
て
は
、
或
る
意
思
表
示
に
つ
い
て
法
律
行
為
の

要
素
に
錯
誤
が
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
つ
た
と
き
は
”
法
律
要
件
↓
そ
の
意
思
表
示
は
無
効
で
あ
る
“
法
律
効
果
と
い
う
関
連
を
も
つ
て
い
る
。
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そ
こ
で
、
当
事
者
の
請
求
は
、
意
思
表
示
は
無
効
で
あ
る
と
の
確
認
を
求
め
る
口
請
求
の
趣
旨
、
何
故
な
ら
ば
そ
の
意
思
表
示
に
つ
い
て
法
律
行

為
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
る
か
ら
”
請
求
の
原
因
と
い
う
構
成
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
本
稿
の
問
題
と
関
連
し
て
は
、
こ
の
請
求
の
原
因

に
な
る
要
件
事
実
に
つ
い
て
、
そ
の
主
張
、
立
証
は
当
事
者
の
自
由
か
つ
責
任
で
あ
る
と
い
う
弁
論
主
義
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、

実
質
法
に
お
い
て
も
、
法
律
効
果
決
定
の
た
め
に
確
定
を
要
す
る
事
実
は
、
必
ず
し
も
形
式
上
法
律
要
件
群
の
な
か
に
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
法
律
効
果
の
規
定
の
な
か
に
も

あ
る
。
た
と
え
ば
、
民
法
七
〇
九
条
「
故
意
又
ハ
過
失
に
因
リ
テ
他
人
ノ
権
利
ヲ
侵
害
シ
タ
ル
者
ハ
之
二
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
損
害
ヲ
賠
償
ス
ル
責
二
任
ス
一
に
お
い
て
、
故

意
、
過
失
で
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
“
法
律
要
件
、
こ
れ
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
”
法
律
効
果
と
い
5
形
式
を
も
つ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
主
張
、
立
証
を
要
す
る
事
実
は
．
故
意
或
は
過
失
、
権
利
侵
害
の
他
に
．
損
害
の
発
生
（
因
果
関
係
を
と
も
な
つ
た
）
で
あ
る
。
も
つ
と
も
こ
の
規
定
は
、
さ
ら
に
こ

れ
ら
を
す
べ
て
要
件
の
形
で
次
の
よ
う
に
書
き
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
つ
て
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
、
も
し
こ
れ
に
よ
つ
て
損
害
が
発

生
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
責
め
を
負
う
）
。

　
以
上
に
お
い
て
は
、
実
質
法
の
規
定
と
衝
突
法
の
規
定
を
形
式
的
に
パ
ラ
レ
ル
に
お
い
て
考
察
し
た
が
、
実
は
、
連
結
点
に
つ
い
て
の
混
乱

は
、
こ
の
パ
ラ
レ
ル
に
お
き
え
な
い
も
の
を
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
衝
突
法
に
お
い
て
も

実
質
法
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
、
法
律
要
件
に
含
ま
れ
る
事
実
に
つ
い
て
は
弁
論
主
義
、
法
律
効
果
に
つ
い
て
は
法
の
適
用
の
結
果
当
然
生
ず
る
効

果
で
あ
る
か
ら
弁
論
主
義
の
採
用
の
範
囲
外
と
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
形
式
的
な
解
決
は
と
り
え
な
い
．
実
質
法
規
定
に
お
い
て
は
、
法
律
効
果

は
ま
さ
に
具
体
的
な
法
判
断
、
た
と
え
ば
、
無
効
で
あ
る
、
取
り
消
し
う
る
、
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
と
い
う
法
判
断
を
示
す
が
、
衝
突
法
規
定

に
お
い
て
は
、
法
律
効
果
は
、
た
と
え
ば
、
本
国
法
に
よ
る
、
行
為
地
法
に
よ
る
と
か
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
つ
て
き
め
ら
れ
た
法
に
よ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
無
効
で
あ
る
と
い
う
法
判
断
が
示
さ
れ
れ
ば
、
あ
と
は
法
的
に
無
効
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
と
い
う
法
の

解
釈
の
問
題
が
残
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
に
お
い
て
は
、
法
判
断
の
な
か
に
あ
る
本
国
法
と
は
何
か
、
行
為
地
法
と
は
何
か
、
ど

の
よ
う
な
場
合
に
準
拠
法
が
当
事
者
の
意
思
に
よ
つ
て
き
め
ら
れ
た
と
い
い
う
る
か
は
も
ち
ろ
ん
法
の
解
釈
問
題
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
本
国
法
と

は
当
事
者
が
国
籍
を
も
つ
て
い
る
国
の
法
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
こ
に
そ
の
国
籍
が
あ
る
か
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い



限
り
、
そ
の
法
判
断
は
完
う
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
衝
突
法
規
定
上
の
法
律
効
果
は
、
さ
ら
に
、
も
し
人
が
或
る
国
の
国
籍
（
連

結
点
）
を
も
つ
て
い
る
な
ら
ば
”
法
律
要
件
↓
そ
の
国
の
法
が
支
配
す
る
“
法
律
効
果
（
準
拠
法
決
定
）
に
分
析
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
新
た
に
、
こ

の
意
味
の
要
件
事
実
に
つ
い
て
弁
論
主
義
が
行
わ
れ
る
か
、
職
権
探
知
主
義
に
よ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
起
こ
り
う
る
。
こ
の
問
題
も
ま
た
事
実

の
確
定
に
か
ら
む
と
い
う
意
味
で
、
弁
論
主
義
対
職
権
探
知
主
義
の
対
立
の
問
題
と
な
り
う
る
が
、
元
来
こ
の
対
立
が
間
題
と
さ
れ
た
実
質
法
の

範
囲
で
の
議
論
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
．
す
な
わ
ち
、
実
質
法
の
面
で
は
、
実
質
法
、
具
体
的
な
法
律
効
果
決
定
の
た
め
の
要
件
事
実
が
主
要
事

実
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
弁
論
主
義
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
衝
突
法
の
分
野
で
は
、
具
体
的
な
権
利
も
し
く
は
法
律
関
係
は
は
じ
め
か

ら
法
律
効
果
と
し
て
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
．
衝
突
法
上
の
連
結
点
を
構
成
す
る
事
実
に
つ
い
て
弁
論
主
義
に
よ
る
か
、

職
権
探
知
主
義
に
よ
る
か
を
考
え
る
と
き
、
単
に
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
か
ら
、
或
は
そ
れ
が
規
定
の
形
式
上
法
律
効
果
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る

か
ら
と
い
う
理
由
で
解
決
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
別
の
考
慮
か
ら
解
決
す
る
他
は
あ
る
ま
い
．

　
連
結
点
に
つ
い
て
弁
論
主
義
対
職
権
探
知
主
義
の
対
立
を
問
題
と
す
る
前
に
、
処
分
権
主
義
対
職
権
調
査
主
義
の
対
立
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
連
結
点
は
解
決
さ
れ
る
べ
き
紛
争
の
実
体
に
属
す
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
法
判
断
の
対
象
を
提
出
す
る
の
は
当
事

者
で
あ
つ
て
、
裁
判
所
は
紛
争
を
探
し
出
し
紛
争
の
範
囲
を
定
め
て
そ
れ
を
法
判
断
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
は
い
な
い
。
も
し
連
結
点

が
法
判
断
の
対
象
、
紛
争
の
実
体
に
属
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
当
事
者
の
処
分
に
委
ね
ら
れ
る
．
反
対
に
、
連
結
点
が
紛
争
の
実
体
に
は

属
さ
な
い
、
た
と
え
ば
、
管
轄
の
肯
定
に
当
た
つ
て
当
事
者
の
住
所
が
ど
こ
に
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
こ
れ
は
紛
争
の
実
体
に
は
属
さ

ず
、
紛
争
解
決
の
前
提
と
な
る
訴
訟
要
件
と
し
て
職
権
調
査
に
よ
る
が
、
連
結
点
も
む
し
ろ
こ
れ
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
処
分
権
主
義

対
職
権
調
査
主
義
の
対
立
で
は
、
後
者
に
決
を
与
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
前
節
に
お
い
て
考
察
し
た
訴
訟
物
と
の
関
連
で
、
連
結
点
は
紛
争
の

実
体
そ
の
も
の
に
は
属
さ
な
い
（
当
事
者
の
問
で
連
結
点
に
つ
い
て
意
見
が
異
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
直
ち
に
紛
争
の
実
体
を
な
す
も
の
で
は
な
い
）
。
別

に
提
出
さ
れ
て
い
る
紛
争
の
実
体
を
め
ぐ
つ
て
、
そ
の
解
決
の
途
次
、
裁
判
所
は
衝
突
法
を
適
用
し
て
準
拠
法
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
連
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結
点
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張
の
有
無
を
問
わ
ず
、
連
結
点
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
次

の
段
階
と
し
て
、
直
ち
に
、
連
結
点
で
あ
る
事
実
の
認
定
に
つ
い
て
職
権
探
知
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
．
職
権
調
査
主
義
を
と
り
、
し
か
も

そ
の
事
実
の
証
明
は
当
事
者
に
ま
か
せ
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
な
建
前
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
在
私
に
と
っ
て
は
未
解
決
で
あ
る
が
、
連
結
点
に

つ
い
て
は
、
職
権
調
査
し
か
も
職
権
探
知
と
い
う
建
前
（
結
局
、
職
権
探
知
主
義
の
採
用
）
と
、
職
権
調
査
し
か
し
そ
の
事
実
の
証
明
に
つ
い
て
は
一

部
弁
論
主
義
の
採
用
と
い
う
二
つ
の
建
前
が
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の
間
で
解
決
を
要
す
る
の
は
、
連
結
点
を
構
成
す
る
事
実
に
つ
い
て
当
事
者
間

に
争
い
の
な
い
と
き
、
或
は
原
告
の
主
張
を
被
告
が
明
ら
か
に
争
わ
な
い
と
き
、
そ
れ
が
た
と
え
裁
判
所
に
顕
著
な
と
こ
ろ
に
反
し
て
も
、
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∈
）
　
（
四
）

所
は
そ
の
ま
ま
事
実
を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
　
　
㊧
準
拠
外
国
法
の
主
張
、
立
証

　
準
拠
法
の
主
張
、
立
証
と
い
つ
て
も
．
前
出
判
決
1
0
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
そ
の
結
論
は
と
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
）
．
準
拠
法
の
主
張
と
立
証

と
で
は
多
少
問
題
の
在
り
方
が
異
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
準
拠
法
の
主
張
は
、
訴
訟
物
お
よ
び
事
件
の
渉
外
性
の
主
張
の
問
題
と
関
連

す
る
。
或
る
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
が
事
件
の
渉
外
性
を
主
張
し
、
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
事
実
を
証
明
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
国
際
私
法
の

適
用
が
あ
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
い
か
な
る
法
が
準
拠
法
と
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
訴
訟
物
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
当
事
者
が
主
張
す

べ
き
で
あ
り
、
裁
判
所
は
そ
の
主
張
を
ま
つ
て
行
動
を
開
始
す
る
。
す
な
わ
ち
、
準
拠
法
の
主
張
を
め
ぐ
つ
て
処
分
権
主
義
を
と
る
考
え
方
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
上
に
訴
訟
物
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
特
別
の
場
合
を
除
い
て
は
、
当
事
者
の
請
求
は
具

体
的
な
事
実
関
係
を
中
心
と
し
た
法
的
主
張
で
あ
り
、
そ
れ
を
法
的
に
評
価
す
る
の
は
裁
判
所
の
仕
事
で
あ
る
か
ら
、
準
拠
法
が
何
か
は
処
分
権

主
義
に
服
す
べ
き
事
柄
で
は
な
い
。
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
請
求
の
な
か
か
ら
渉
外
事
件
で
あ
る
か
否
か
を
知
り
、
事
件
が
渉
外
性
を
も
つ
場
合

に
は
、
自
ら
国
際
私
法
を
適
用
し
て
準
拠
法
如
何
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
準
拠
法
の
主
張
が
処
分
権
主
義
対
職
権
調
査
主
義
の
対
立
の
面
で
考
え
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
準
拠
法
の
立
証
は
、
は
じ
め
か
ら



職
権
探
知
の
範
囲
で
の
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
準
拠
法
が
外
国
法
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
は
法
で
あ
り
、
紛
争
解
決
の
基
準
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内

容
の
調
査
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
適
用
は
裁
判
所
の
仕
事
で
あ
り
、
弁
論
主
義
の
採
用
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
．
但
し
、
外
国
法
の
内
容
を

自
ら
知
る
こ
と
を
裁
判
所
に
義
務
づ
け
る
の
は
酷
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
証
明
を
要
す
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
．
し
か
し
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
当
事
者
の
証
拠
の
申
出
を
ま
た
ず
、
職
権
で
探
知
す
べ
き
で
あ
り
、
証
明
の
方
法
も
当
事
者
の
立
証
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
学
識

者
の
鑑
定
の
助
け
を
か
り
る
と
い
う
方
法
も
と
り
え
よ
う
．
ま
た
、
外
国
法
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
場
合
（
こ
れ
は
弁
論
主
義
に
よ
つ
て
も
職
権
探
知
主

義
に
よ
つ
て
も
、
す
な
わ
ち
当
事
者
の
立
証
を
ま
つ
て
も
裁
判
所
が
積
極
的
に
調
査
し
て
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
が
）
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
る
か
。

準
拠
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
実
に
つ
い
て
心
証
が
え
ら
れ
な
い
場
合
と
は
異
つ
て
、
立
証
責
任
の
分
配
の
方
法
で
解
決
す
る
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
ず
、
何
ら
か
法
を
見
出
だ
し
て
紛
争
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
準
拠
法
の
内
容
不
明
の
場
合
と
し
て
別
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題

で
あ
る
。

（
一
）
前
章
に
掲
げ
た
学
説
の
な
か
で
、
矢
ヶ
崎
氏
は
訴
訟
物
は
一
般
に
当
事
者
の
請
求
権
と
い
う
形
で
す
で
に
法
的
に
（
具
体
的
な
準
拠
法
の
下
で
）
構
成
さ
れ
て
お

　
り
、
裁
判
所
は
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
本
文
後
述
の
特
別
の
場
合
を
除
い
て
、
訴
訟
物
の
法
的
評
価
は
裁
判
所
の
仕
事
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。
訴
訟
物
旧
説
の
立
場
に
立
つ
て
も
、
矢
ヶ
崎
氏
の
説
に
は
こ
の
点
に
疑
問
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
三
浦
氏
は
、
訴
訟
物
は
特
定
の
実
質
法
か
ら
切
り
離
し
て

　
特
定
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
事
実
関
係
に
引
ぎ
直
し
う
る
と
さ
れ
、
正
確
に
は
判
断
で
き
な
い
が
、
新
説
の
立
場
に
立
た
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

新
説
一
般
に
対
す
る
疑
問
と
同
様
に
、
訴
訟
物
の
中
核
は
確
か
に
具
体
的
な
事
実
関
係
で
あ
る
が
、
訴
訟
物
と
し
て
法
的
な
意
味
を
も
つ
の
は
特
定
の
実
質
法
に
よ
つ
て

法
的
評
価
を
受
け
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
田
中
氏
は
、
給
付
訴
訟
の
訴
訟
物
に
つ
い
て
は
新
説
の
立
場
を
と
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
確
認
訴
訟
の
訴
訟
物

　
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
定
と
い
う
考
慮
か
ら
新
説
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
躊
躇
さ
れ
、
た
だ
、
こ
れ
を
実
質
法
上
の
権
利
な
い
し
法
律
関
係
と
解
す
る
こ
と
に
は
反
対
で

あ
る
と
し
て
、
法
例
上
の
概
念
と
し
て
の
一
定
の
法
律
関
係
と
さ
れ
る
。
ま
ず
、
法
例
上
の
概
念
と
し
て
の
一
定
の
法
律
関
係
と
は
何
か
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
後
で

　
な
い
と
批
判
の
限
り
で
は
な
い
が
、
疑
問
と
な
る
の
は
、
そ
れ
が
法
例
上
の
個
々
の
規
定
に
含
ま
れ
て
い
る
概
念
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
事
件
と
し
て
解
決
を
必
要
と
す
る

　
具
体
的
な
生
活
関
係
を
含
ん
だ
概
念
で
は
な
く
、
し
た
が
つ
て
訴
訟
物
と
は
な
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
越
川
氏
の
説
は
賛
成
し
う
る
見
解
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

　
説
か
れ
る
と
こ
ろ
が
僅
か
で
あ
る
た
め
、
よ
り
具
体
的
に
敷
術
し
て
い
た
だ
き
た
い
．

（
二
）
　
こ
の
点
で
、
林
脇
・
前
掲
慶
懸
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
文
集
の
見
解
を
一
部
分
改
め
る
。
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（
三
）
　
前
出
学
説
の
な
か
で
、
田
中
氏
は
、
弁
論
主
義
の
、
妥
当
す
る
の
は
、
本
来
実
質
法
上
の
要
件
事
実
の
確
定
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
範
囲
を
超
え
て
、
準

拠
法
の
確
定
に
つ
い
て
ま
で
弁
論
主
義
の
範
囲
を
拡
張
す
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
一
部
改
説
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
弁
論
主

義
の
採
用
で
は
な
く
、
連
結
点
に
つ
い
て
は
、
間
接
事
実
な
み
礼
自
白
、
擬
制
自
白
は
、
裁
判
所
に
顕
出
さ
れ
真
実
と
み
ら
れ
る
他
の
事
実
に
反
し
な
い
限
り
で
効
力

を
も
っ
と
し
て
お
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
田
中
氏
の
説
は
、
職
権
調
査
－
職
権
探
知
主
義
を
と
ら
れ
る
沢
木
氏
の
説
と
近
く
な
つ
て
い
る
。
そ
の
差
異
は
、
証
拠
の
蒐

集
を
当
事
者
に
委
ね
る
か
、
裁
判
所
が
自
ら
こ
れ
に
当
た
る
か
と
い
う
点
に
あ
ろ
う
か
。

（
四
）
　
連
結
点
の
な
か
で
は
、
契
約
準
拠
法
の
合
意
が
大
き
な
問
題
を
提
供
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
他
の
機
会
に
独
立
の
問
題
と
し
て
論
じ
た
い
の
で
、
こ
こ
で
は
触

　
れ
な
い
．

あ
　
と
　
が
　
き

　
渉
外
事
件
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
働
き
と
い
う
主
題
で
論
議
を
進
め
て
ぎ
た
が
、
当
事
者
の
意
思
と
い
つ
て
も
法
的
に
問
題
と
さ
れ
る
場

合
に
は
、
赤
裸
々
な
意
思
に
近
い
場
合
も
あ
る
が
（
訴
訟
上
の
或
る
種
の
申
立
）
、
当
事
者
の
意
思
が
そ
の
中
核
と
な
つ
て
い
る
と
は
い
え
実
は
そ
の

意
思
が
法
の
立
場
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
意
味
を
も
つ
場
合
が
多
い
（
権
利
も
し
く
は
法
律
関
係
の
存
否
と
し
て
の
訴
訟
物
、
準
拠
法
指
定
の
黙

示
の
意
思
）
．
本
稿
の
次
に
予
定
さ
れ
る
当
面
の
課
題
は
、
前
章
ま
で
に
提
出
し
て
き
た
問
題
の
一
つ
一
つ
に
自
分
で
解
答
を
与
え
て
い
く
こ
と
で

あ
る
が
．
さ
ら
に
は
、
よ
り
将
来
の
課
題
と
し
て
、
法
生
活
の
な
か
で
当
事
者
の
意
思
と
は
何
か
、
そ
れ
が
心
理
的
、
事
実
的
な
意
思
と
の
関
係

で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
す
な
わ
ち
、
上
述
の
意
思
に
つ
い
て
、
法
生
活
の
な
か
で
大
き
な
比
重
を
も
つ
の
は
む
し
ろ
法
的
に
評
価
さ

れ
た
意
思
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
法
的
意
思
は
当
初
の
真
意
か
ら
へ
だ
た
つ
た
も
の
に
な
り
は
し
な
い

か
、
一
体
、
当
事
者
の
意
思
（
真
意
）
は
ど
れ
だ
け
法
生
活
の
な
か
に
行
わ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
引
き
続
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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六
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四
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